
技能士

3．工事種目

2．敷地面積

1．工事場所

　※「3．工事種目」全てを工事範囲とする。

Ⅰ　工事概要

工事設計図

(1.5.2)

4．工事範囲

特 記 仕 様 書

Ⅱ　建築工事仕様

令和　　年　　月（全　　　枚）

11

8

13

17

3

2

4

5

6

7

9

10

12

14

15

16 建具工事

左官工事

金属工事

木工事

石工事

防水工事

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

地業工事

仮設工事

土工事

カーテンウォール工事

屋根及びとい工事

コンクリートブロック・ALCパネル

タイル工事

及び押出成形セメント板工事

20

18

19 内装工事

塗装工事

ユニット及びその他の工事

21

22

23

排水工事

舗装工事

植栽及び屋上緑化工事

　・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。ただし，その他の工事

　　 種目は全て今回工事範囲とする。

・

・

・

※

Ｇ

1．標準仕様

3．特記仕様書の表記

（1）項目は，番号に　　印の付いたものを適用する。

（2）特記事項は，　 印の付いたものを適用する。

　　 　　印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。

　　　　 印と　 印の付いた場合は，共に適用する。

2．電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕

　 様書を適用する。なお，電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図，機械設備工事の特記仕様書は

（3）特記事項に記載の（  ．  ． ）内表示番号は，標準仕様書の当該項目，当該図又は当該表を示す。

 　 　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標

　  　準仕様書（建築工事編・改修工事編）（令和4年版）」（以下「標準仕様書」という。）による。

（4）　印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の推進に関

　　する基本方針」（平成31年2月閣議決定）に定める判断の基準を満たす物品を示す。
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　・営繕工事写真撮影要領（令和5年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

その他

章

適用基準等1

項　　目 特　　記　　事　　項

図面，本特記仕様書，標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。

本設計図書における「標準詳細図」とは，次の基準を指す。

一
般
共
通
事
項

1

　・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

　・建築工事標準詳細図（令和4年版）(以下「標準詳細図」という) 

　・官庁施設の基本的性能基準

4 工事の記録等 (1.2.4)

※標準仕様書1.3.5(1)以外の施工条件については，現場説明書による。

環境への配慮

　　　質及び性能を有するものとする。

　　　同等品を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　　　する工法とする。

　　　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　③安定的な供給が可能であること。

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

　　　　 アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　　 い材料を使用する。

　　　　 キシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を

　　　　 て少ない材料を使用したものとする。

　　　当する材料を指す。

材料の品質等

施工条件 (1.3.5)

(1.4.1)

(1.4.2)

　　　築協会が発行する「建築材料・設備機材等品質評価事業」]の評価書の写し等）

（１）建築物内部に使用する材料等は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有す

（２）備考欄に商品名が記載された材料は，当該商品又は同等品を使用するものとし，

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については，材料製造所の指定

（４）本工事に使用する材料のうち，（５）に指定する材料の製造業者等は，次の①か

　　　④法令等で定める許可，認可，認定又は免許を取得していること。

　　　⑤製造又は施工の実績があり，その信頼性があること。

　　　⑥販売，保守等の営業体制を整えていること。

　　　　 温材，緩衝材，断熱材，塗料，仕上塗材は，アセドアルデヒド及びスチレン

　　　　 を発散しない又は発散が極めて少ない材料で，設計図書に規定する「ホルム

　　　③ 接着剤は，可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘ

　　　④ ①の材料を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器類は，ホル

　　　　 ムアルデヒド，アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか，発散が極め

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において，「規制対象

　　　外」とは次の①又は②に該当する材料を指し，同区分「第三種」とは次の③又は

　　　　 パーティクルボード，その他の木質建材，ユリア樹脂板，壁紙，接着剤，保

　　　① 合板，木質系フローリング，構造用パネル，集成材，単板積層材，ＭＤＦ，

　　　ると共に次の①から④を満たすものとする。

　　　② 接着剤及び塗料は，トルエン，キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少な

（１）本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能の他，通常有すべき品

　　　ら⑥の事項を満たすものとし，その証明となる資料（外部機関[（一社）公共建

　　　を監督職員に提出して承諾を受ける。ただし，あらかじめ監督職員の承諾を受け

　・工事用車両の駐車場所　※図示　　・

　・資機材置場　　　　　　※図示　　・

　・建設発生土仮置場　　　※図示　　・

　・　　　　　　　　　　　※図示　　・

※適用する2

3 法令等の適用区分

(1.1.4)

　・風圧力

　・積雪荷重

　　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

　　　風速（Vo=　　 m/s）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　　　地表面粗度区分（ ・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ ）

（CORINS)への登録

6

8

9

　　『営繕工事写真撮影要領（令和5年版）による工事写真撮影ガイドブック　

電気保安技術者 ※適用する (1.3.3)5

発生材の処理等

(1.3.11)・発注者に引渡しを要するもの

7

　　　建築工事編及び解体工事編　令和5年版』　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・ビワコオオナマズ水槽およびコアユ水槽　新設に伴う建築工事、電気設備工事、

　・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　の全てを工事範囲とする。

工事範囲工事種目

報告に用いる書式等

　・現場説明書による　　　・

　・標準仕様書1.2.4(4)により整備する工事写真については次による

　　・現場説明書による　　　・

・特別管理産業廃棄物の種類及び処理方法

　　・現場説明書による　　　・

・工事現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るもの

　　・現場説明書による　　　・

　　　書が発行されている材料

　　　・（一社）公共建築協会の「建築材料・設備機材等品質評価事業」において評価

化学物質の濃度測定

（２）測定対象室及び測定箇所は仕上げ表による。

完成時の提出図書

完成写真

※2　・外部（　　）内部（　　）・カラー ※キャビネ版

※2　・外部（　　）内部（　　）

※2　・外部（　　）内部（　　）・カラー四切木製パネル

・電子データ ※500万画素以上

分類・規格 撮影箇所数 提出部数

※2　・外部（　　）内部（　　）・カラー半切木製パネル

※5　・外観正面　（※1 ・   ）

・

との取合い

他工事又は他工種 工事区分表による。これにより難い場合は監督職員と協議する。

画素数・画質等

※500万画素以上

（１）屋内空気中のホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレ

　　　ンの濃度を測定し，測定結果は監督職員に提出する。

（３）測定は，バッシブ型採取機器により行う。

（４）測定方法及び測定結果の報告は，現場説明書による。

工事完成時に以下の完成写真を撮影し，監督職員に提出する。

　※電子データは，RGB(フルカラー)，JPEG形最高画像とし，CD-Rにて提出する。
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13

14

15

(1.7.1～1.7.3)(表1.7.1)

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

床型枠用鋼製デッキプレート，鉄骨柱下無収縮モルタル，無収縮グラウト材，押

出成形セメント板，成形伸縮目地材，乾式保護材，セラミックタイル，既調合モ

ルタル，既調合目地材，ルーフドレン，吸水調整材，防水剤，アルミニウム製建

アルミニウム製建具(木下地)，樹脂製建具

樹脂製建具(木下地)，鋼製建具，鋼製軽量建

具，ステンレス製建具，錠前類，クローザ類，自動ドア機構，自閉式上吊り引戸

機構，重量シャッター，軽量シャッター，オーバーヘッドドア，ガラス，現場発

突用成形ライニング材，天井点検口，床点検口，グレーチング，屋上緑化システ

具(コンクリート系下地及び鉄骨下地)，

泡断熱材，フリーアクセスフロア，可動間仕切，移動間仕切，トイレブース，煙

植栽工事

内装工事

塗装工事

・ボード仕上げ工事作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・造園工事作業

・建築塗装作業

建具工事

屋根及びとい工事

タイル工事

金属工事

左官工事

木工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

・鉄筋組立て作業

・コンクリートブロック工事作業   

・石張り作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

・左官作業

カーテンウォール

適用工事種類

・アスファルト防水工事作業

技能検定作業

コンクリートブロッ

・ビル用サッシ施工作業

・金属製カーテンウォール工事作業

舗装工事
・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

排水工事 ・建築配管作業

・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・エーエルシーパネル工事作業

仮設工事 ・とび作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・鋼製下地工事作業

・内外装板金作業

・構造物鉄工作業

・型枠工事作業

職　種

鉄筋施工

とび

鉄工

型枠施工

コンクリート圧送施工・コンクリート圧送工事作業

ク・ALCパネル及び
押出成形セメント
板工事

ブロック建築

エーエルシーパネル

施工

防水施工

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水

・FRP防水工事作業

石材施工

タイル張り

建築大工

建築板金

スレート施工 ・スレート工事作業

・内外装板金作業　

内装仕上げ施工

建築板金

左官

・ガラス工事作業

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

カーテンウォール施工

サッシ施工

ガラス施工

・ビル用サッシ施工作業工事

塗装

・壁装作業

・カーペット系床仕上げ作業内装仕上げ施工

表装

配管

路面標示施工

造園

　　　・

技術検査 ・中間技術検査　実施回数（　　　）回

　　　　　　　　実施する段階（　　　　　　　　）

12 (1.6.2)

工事完成時の提出図書

　※標準仕様書1.7.2及び1.7.3による

　・

　・撮影箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・撮影仕様（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・提出仕様（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

設計GL ・図示による　　　　　　　　　・16

模型類の作成 ※ 作成しない　　　・ 現場説明事項書による　　　・図示

工事用看板　　　※ 大建設計指定様式によるその他

5年

※ 測定は、パッシブ型採取機器により行う。

※ 厚生労働省が定める指針以下であることを確認し、報告すること。

※ 測定時期、測定条件等は、監督職員の指示による。

・品質管理計画書・総合施工計画書・仮設工事施工計画書

・土工事施工計画書・地業工事施工計画書・鉄筋工事施工計画書

・ｺﾝｸﾘ-ﾄ工事施工計画書・鉄骨工事施工計画書・ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ、ＡＬＣﾊﾟﾈﾙ、押出成形

　ｾﾒﾝﾄ板工事施工計画書・防水工事施工計画書・石工事施工計画書

・ﾀｲﾙ工事施工計画書・木工事施工計画書・屋根及びとい工事施工計画書

・金属工事施工計画書・左官工事施工計画書・建具工事施工計画書

・塗装工事施工計画書・内装工事施工計画書・ｶ-ﾃﾝｳｵ-ﾙ工事施工計画書

・排水工事施工計画書・舗装工事施工計画書・ ﾕﾆｯﾄ及びその他の工事施工計画書

・その他監督職員の指示するもの・植栽工事施工計画書

居室の内装および天井裏等に使用する材料は、建築基準法第２８条の２に定めるものと

設計図書中に特記無き場合はF☆☆☆☆級を使用する。

施工計画書及び 

報告書の提出

１)質疑回答書)　２)現場説明事項書　３)特記仕様書　４)図面　５)各種標準図

図面及び仕様書の内容に相違ある時は下記の優先順位により判断し、監督職員と順位を

協議の上、決定する。

設計図書の優先順位

優先順位

　・凍結深度 (         ｃｍ  )

する。なお室内空気中の化学物質の濃度測定及び確認　　・　要　　・　不要（1.5.9）

測定箇所数（延べ）　　※ ２４時間測定　延べ（　　　）ヵ所

　　　　　　　　　　　・　 ８時間測定　延べ（　　　）ヵ所

 測定対象室及び各室測定箇所数 ・観覧通路

 測定対象物質  ※　　　　　　　　＊ 　　　　　＊ 　　　　　＊

 ・パラジクロルベンゼン＊ ・クロルピリホス

 ・アセトアルデヒド ・フタル酸ジブチル

 ・　　　　　　　＊ ・　　　　＊ ・テトラデカン

 ・フタル酸ジ２エチルヘキシル

 ・ダイアジノン ・フェノブカルブ ・ノナナール

＊：文部科学省指定６物質

注)測定対象室及び各室測定箇所数を図示とする場合は、24時間測定と8時間測定を明記

※関連法令、行政指導等を遵守し、適正処理をすること。 (1.3.8)

請負者は、解体材、工事発生残材の分別保管に努め、発生材のうち再生資源として利用

できるものは、再資源化施設へ搬入処理に努めること。その他のものは中間処理又は最

終処理施設に搬入処理のこと。請負者は収集運搬及び処分を委託する場合は、三者契約

を締結し事前に許可証の写しを監督職員に提出すること。尚、収集運搬及び処分は請負

者の責任においてマニュフェストシステムにより適正に行うこと。

　・現場説明事項書による。

各工事の着工に先立ち空調吹出・照明器具・設備機器の位置・取合い等の記入された総

合図（施工図）を作成する。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は発注者に帰属するものとする。

著作権に係わる施工図を作成するための設計図書データの貸出は大建設計規定による。

設計図書の取扱い

施工図等の取扱い

総合図の作成

統括安全衛生責任者 本工事に別途工事がある場合、労働安全衛生法の定めにより、本工事請負者を統括安全

衛生責任者に指名する。

工程報告及び 工事施工報告書（工事進捗状況写真を含む）を、監督職員に毎月1回（　　部）提出す

建築材料等の納入伝票類、施工写真を、監督職員の指示により提出する。

※ 次の工事は何れも責任施工とし、請負者と施工者及び材料製造所の三者連帯保証書

　 を2通提出する。保証開始日は建物引渡しの日からとする。

保証書

請負者は本契約後直ちに「統括安全衛生管理者適任届出（任意様式）」を提出すること。

工事区分 材 料 名 保証年数 備　考

・ 5年 ・   年

・   年

・   年

年・

※10年

・   年10年※

※ 5年 ・   年

・   年

・   年

・   年

・   年

・   年

・

・

・

年・

年・

・ 10年・   年

・   年5年・

※ 1年 ・   年

・   年年・

・ 金属板等の屋根

・

・ アスファルト防水

・ 合成高分子ルーフィング防水

・ 塗膜防水（保護）

・ 弾性シーリング

・ 水槽FRP防水

・ 複層仕上塗材（吹付）

・

・

・ 水槽アクリル

外装工事

その他

防水工事

屋根工事

・ 水槽シール

・ 活着　　枯補修

・

植栽工事

(1.1.6)

(1.2.3)

・ポジティブ

　　 　　印は適用しない。

 (4)特記事項に記載の（参考図 　．　）内の表示番号は、標仕「各部配筋参考図」の当該項目を示す。

 (5)メーカー名は、「株式会社」等の記載は省略する。

　・８章　・ ９章　・１0章　・１３章　・１４章　・ １６章　・ １７章　

(1.2.2)建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の適用工事

　　　特記仕様書及び責任施工（合法、安全、機能、品質等が確保されること）とする。

(1.7.1～3)(表1.7.1)※ 作成する

（1）※ 　　　　 原図変更箇所をすべて訂正する　 1式

　　　　電子データの形式は監督職員の指示による

（2）・ 縮小第２原図　（Ａ３判） 部

部

部

（3）・ マイクロフィルム（設計図一式）

　　 ・ 大建設計 指定様式による（アパッチャーカード方式）　・

（4）※ 製本図面・仕上りＡ４版－Ａ3サイズ２つ折り製本（縮小図）

　　　　　　　  ・仕上りＡ３版－Ａ2サイズ２つ折り製本黒表紙、銀文字入り 部

部

部

部

（6）・ 施工図（・構造躯体・仕上げ・その他監督職員の指示するもの）　・

（5）

（7）・ その他

外部（　）内部（　）

　・100×125以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめベタ焼を提出し確認を受

　　ける。外部は夕景及び航空写真を含む。

　・電子データの形式は監督職員の指示による

　※ アルバムを作成する ※ 銀文字製本アルバム（   部）・アルバム（   部）

　・撮影業者　　・ 建築完成写真撮影の実績ある業者で下記による。

　　　　　　　　※ 監督職員の承諾　・ 指定（　　　　　　　　　　　　　）

　・土壌汚染対策法上の届出をおこなうこと。

※1000万画素以上

　　　(2)標仕に規定する事項は、別の定めがある場合を除き、請負者の責任において履行すべきものとする。

　　　(3)用語の「監督職員」は、民間（旧四会）連合協定「工事請負契約約款」の監理者と同義語とするも、

　　　　 建告 15号 別添一２工事監理に関する標準業務及びその他の標準業務を遂行する者をいう。

　　　(4)電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は.公共建築工事標準仕様書（令和4年版）の電気

　　　　 設備工事編、機械設備工事編を適用する。

・

17

18

19

20

の指名

21

22

24

25

26

　・官庁施設の総合耐震・対津波計画基準

　・官庁施設の環境保全性基準

　・官庁施設の防犯に関する基準

　・構内舗装・排水設計基準

・ 図示

 　ホルムアルデヒド　 ・トルエン　 ・キシレン　

 ・エチルベンゼン　 ・スチレン

　 　　 完成原図   　　　　　　　　　　　　　（・原図・ＣＡＤデ－タ・ PDF）

　　 ・ 保全に関する資料（・紙ベース　・電子データ）

23

　・官庁施設のユニバーサルデザインに関する基準

10年

 年

　 （　 ／　 ）図による。

　　　た場合はこの限りでない。

(コンクリート系下地及び鉄骨下地)， 

エポキシ樹脂，ポリマーセメントモルタル，鋳鉄製ふた

　工事作業

   すること。

工事写真

　　　　 使用する。

ム，トップライト，

６)標仕

る。

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　

※建築概要参照

※建築概要参照

　機械設備工事、展示工事　一式

1

3

6

1

3

およびコアユ水槽新設展示設計業務

滋賀県立琵琶湖博物館ビワコオオナマズ水槽

建築工事特記仕様書（1）
A-001



※

地
業
工
事

（本章は、特記なき限り構造特記仕様書による）4

地業

既製コンクリート杭2

　ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2

　の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。　

1 監督職員事務所 (2.3.1)

(2.2.4)1 足場その他

2 工事用水

3 工事用電力

・「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては，同ガイ
仮
設
工
事

2

構内既存の施設　・利用できない　　・利用できる（ ※有償　　・無償 ）

構内既存の施設　・利用できない　　・利用できる（ ※有償　　・無償 ）

埋戻し及び盛土の種別

　　・Ｂ種　施工箇所（　　　　）

　　・Ｃ種　施工箇所（　　　　）土質(　　)　受渡場所（　　）

　　・Ａ種　施工箇所（　　　　）
土
工
事

　　・Ｄ種　施工箇所（　　　　）

(3.2.5)

(3.3.3)

建設発生土の処理2

3

※構外搬出適切処理  

3

山留めの撤去

・構内指定場所に堆積　　・構内指定場所に敷均し

※鋼矢板等の抜き跡の処理　※直ちに砂で充填する　　・

・山留め壁の存置　・行う（存置範囲　※図示　　・　　　　　　　）

埋戻し及び盛土1 (3.2.3)(表3.2.1)

※設ける　　・設けない

・規模，仕上げの程度，設備，並びに備品等の種類及び数量は現場説明書による。 

　※標準仕様書表3.2.1による

地業工事

(現場敷地外に設置することも可)。

　監督職員事務所の規模（㎡）

　・ 10程度　　・ 20　　・ 35　　・ 65　　・ 100程度

　監督職員事務所の備品等　　

  ※ 適用する（以下の情報環境整備の他監督職員の指示による）

　・ パソコン（　　　）・標準ソフト（　　　）・ＣＡＤソフト（　　　）

　・ プリンター（　　　）・インターネット接続環境（　　）

仮設物撤去

その他

※ 仮設物の撤去及び建物引渡しまでの工事用電気、水道、ガス等の料金（基本料金を

　高さ　　・ Ｈ＝３ｍ　　 ・ Ｈ＝１.８ｍ　　  　 

　仕様　　・ 鋼板塀　　　 ・ ネットフェンス　　　

・ 無し　　　　　 ・ 有り（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）指定仮設

仮囲い

（2.4.1）

その他

溶融亜鉛めっき

厚さ　　※ 50mm以上

厚さ   ・ 50mm未満 (8.5.2～4)(表8.5.1～2)

厚さ（mm） 耐火性能表面形状施工箇所

※ フラットパネル

・ デザインパネル（図示）

・ ・     ・

・     ・

※ 無し

・ 有り

（　    　）

・衛生配管用

※標仕8.4.5による

砂利地業5

5

打継目地

打継ぎの位置，

ひび割れ誘発目地，

コンクリートの6 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

コンクリートの仕上げの平たんさ

混和材料4

ガス圧接完了後の6

機械式継手7

3 鋼杭地業

4 場所打ち

コンクリート杭地業

7 捨コンクリート地業

床下防湿層8 材料 (4.6.2)

　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・

範囲 (4.6.5)

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く)

鉄筋1

溶接金網2

3

(5.2.2)

5

鉄
筋
工
事 鉄線の形状等

鉄筋の継手及び定着

各部配筋5

及び間隔

(溶接金網含む)

鉄筋のかぶり厚さ4

セメント2

骨材3

6

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

1 コンクリートの

溶接継手8

6 砂地業

　・図示による　　　　　　　　・

 ・溶接金網

 ・鉄筋格子

種類の記号 使用部位網目の形状，寸法，鉄線の径(mm)種 類

種　別

・B種

・C種

・A種

種　別

・a種

・b種

・c種

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

適　用　箇　所

適　用　箇　所

(6.2.5)(表6.2.4)

(6.2.5)(表6.2.5)

4

　 含む）は請負者の負担とする。

5

6

打増し厚さ

（打放し仕上げ部）

7

(6.8.1)

・外装タイル後張り面の打増し処理

　　・20mm　　・

・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）　　　　

　　・20mm　　・

打増し厚さ

・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）　　　　

打増し範囲

・図示による　　　　　・

型枠 せき板の材料及び厚さ8 (6.8.2)

　・MCR工法用シート

　　　使用箇所

　　　・図示による　　　　　・

(6.8.2)

　　　適用箇所

　　　　・図示による　　　　　・

　　　打増し範囲

　　　打増し厚さ

(6.8.2)スリーブの材種・規格等

軽量コンクリート9

寒中コンクリート

暑中コンクリート

マスコンクリート

10

11

12

　　・10mm　　・20mm　　・

　・断熱材の兼用した型枠

　　　・20mm　　・

　　　・図示による（　　　　　　）　　・

　・図示による　　　　　・

　・合板（厚さ※12mm　　・　　　　　　）Ｇ

無筋コンクリート13

流動化コンクリート14

15 コンクリートの単位

水量測定

ターンバックル8

床構造用9

10 スタッド

レール及び11

柱底均しモルタル12

製作精度13

鉄骨の仮組14

溶接接合

15

16

溶接技能者の

溶接部の試験17

錆止め塗装18

耐火被覆19

20 アンカーボルトの

1 鉄骨製作工場
鉄
骨
工
事2 施工管理技術者

3 鋼材

4 高力ボルト

7

アンカーボルト

溶接材料

6

7

普通ボルト5

軽量形鋼構造21

塗料の範囲

　耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

　耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

　・図示による　　　　　・

　※標準仕様書7.8.2(1)による

塗料の種別

　・鉄鋼面の錆止め塗料の種別

　　　屋外

　　　屋内

　・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料の種別

　　　　・A種　　・

　　　　・A種　　・B種

　　　・A種　　・B種

　・耐火被覆が接着する面の塗料の種別

　　　・

(7.8.2)

(7.8.4)(18.3.2)

(表18.3.1)

(表18.3.2)

　※標準仕様書6.8.2(1)(ｱ)，(ｲ)による

(6.8.2)

技量付加試験

　・図示による　　　　　・

　・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の鋪止めの

下記以外の塗料の種別は，18章による

　　　※A種　　・B種 (表18.3.1)

デッキプレート

設置等

16

1

ブロック造

補強コンクリート

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び

長さ 高さ

正味厚さ 化粧の
適用箇所 備考寸法(mm)

有無（mm）圧縮強さによる区分

断面形状及び

8

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

※空洞ブロックC(16)

・空洞ブロック08 

2 コンクリート

ブロック帳壁及び塀 ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び

長さ 高さ

化粧の (表8.3.1)以外の
備考

適用箇所
寸法(mm)

有無圧縮強さによる区分

・無 ・有

・無 ・有

・無 ・有

断面形状及び

※空洞ブロックC(16)

モルタルの調合（容積比） (8.2.3)

(8.2.5)

モルタルの調合（容積比）

3 ＡＬＣパネル

（ECP）

押出成形セメント板4

パネルの

種類

パネルの短辺小口相互の接合部，出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材と

の取り合い部の目地の目地幅(mm)

　※10～20 　　・図示による

パネルの相互の目地幅(mm)

パネル幅の最小限度(mm)

　※300　・300未満（・図示　・　　　　）

パネル幅の最小限度(mm)

　長辺の目地幅　・10以上　 ・図示による

　短辺の目地幅　・15以上　 ・図示による

出隅及び入隅のパネル接合部の伸縮目地の目地幅(mm)

　　・図示による　　　　　・

耐火構造以外の目地及びすき間の処理

　※パネルの製造所の仕様による　　・

各部の配筋　※図示による　　　　　・

各部の配筋　・図示による　　・

建築基準法に基づく風圧力の（ ・1　・1.15　・1.3 ）倍の風圧力に対応

伸縮目地への耐火目地材の充填

・外壁

パネル

・間仕切壁

パネル

　上記以外の場合　　　　　・

　※15程度(シーリング材を充填) 　　　　・図示による

構法の種別

・A種　・B種

・C種　・D種・有（１）

・E種・無

・有（0.5）

・有（　）

単位荷重
（N/㎡）

・100

・

・100

・

・100

・

・100

・

厚さ
（mm） （mm）

幅及び長さ

・間仕切

・床版用

(8.5.2～8.5.4)(表8.5.1)(表8.5.2)

・Ｆ（フラットパネル）

厚さ（mm）

・50 ・60

・50 ・60 ・

60

・50 ・60 ・

60

・50 ・60・Ｄ（デザインパネル）

・Ｆ（フラットパネル）

・Ｄ（デザインパネル）

形状 工法の種別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

幅（mm）

600

600

備考

・F種

(8.4.2～8.4.5)(表8.4.2～表8.4.4)

・無 ・有

・無 ・有

・無 ・有

・外壁用

・屋根

・Ｔ（タイルベースパネル）

・Ｔ（タイルベースパネル）

材料 (8.2.2)

　ブロックの区分がA (08)，B(12)，C(16)の場合で，目地巾が10mm程度の場合

　　※標準仕様書 表8.2.1による　　・

(8.2.7)目地仕上げ　・押し目地仕上げ　　・化粧目地仕上げ

(8.2.8)

まぐさを受ける開口部両側のブロックにおいて，モルタル又はコンクリートで

充填するブロックの範囲

　・図示による　　　　　・

材料 (8.3.2)(表8.3.1)

※表8.3.1

※塀
・120

・150

　上記以外の場合　　　　　・

　ブロックの区分がA (08)，B(12)，C(16)の場合で，目地巾が10mm程度の場合

　　※標準仕様書 表8.2.1による　　・

(8.3.3)

(8.3.4)鉄筋の継手，定着及び末端部の折り曲げ形状

　・図示による　　　　　・

(8.3.4)

材料，構法

パネルの区分

用途 形状 表面加工

　壁用

　版用

・一般

・ｺｰﾅｰ

・一般

・ｺｰﾅｰ

ー

ー

・平

・意匠

・平

・意匠

（時間）
耐火性能

・有（１）

・無

パネル相互の接合部に挿入する耐火目地材

・外壁パネル構法，屋根及び床パネル構法

(8.4.2)

　・図示による　　　　　・

(8.4.3)(8.4.5)

　　耐風圧性能

　　耐震性能

・間仕切壁パネル構法

　　耐震性能

(8.4.4)

(8.4.3)(8.4.4)(8.4.5)

(8.4.3)(8.4.4)

(8.4.3)(8.4.4)

　・適用する　　・適用しない

材料，構法

・外壁パネル構法，屋根及び床パネル構法 (8.5.3)

(8.5.3)(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

溝堀及び開口部の措置 (8.5.5)

　やむを得ず設備開口等を設ける場合のパネルの開口寸法等の限度

種別 (7.9.2～8)

・耐火材吹き付け(・ﾛｯｸｳｰﾙ（・乾式・半乾式・湿式）・　　）・耐火板張り

・耐火材巻付け　・ラス張りモルタル塗り ・図示

所要性能（区分）・ 30分耐火（　　   　  ）・ 1時間耐火（　　　      ）

　　　　　　　　・ 2時間耐火（　 　　    ）・ 3時間耐火（ 　      ）

建築基準法に基づく主要構造部の耐火時間 (7.9.2～7)

耐火構造の耐火時間（時間）

部位

階

壁

柱 床 梁 屋根 階段

0.50.5111

2 2 2 0.5 0.5

外壁

（耐力壁に限る）（耐力壁に限る）

間仕切 壁

階　～　階

階　～　階

・

・

1

2

1

2

0.50.51111 1

22

　裏積みブロック
100

120 ・塀高さ2m以下

※地盤の変形を防止する適切な措置を講ずる

・仕様

　　　※19章内装工事13断熱材による

・図示

・

・図示

・

・図示

・

・図示

・

建築基準法に基づく地震力の（ ・1　・1.25　・1.5 ）倍の地震力に対応

　※300　・300未満（・図示　・　　　　）

1 支持地盤等

※ （本章は、特記なき限り構造特記仕様書による）鉄筋工事

※ （本章は、特記なき限り構造特記仕様書による）コンクリート工事

※ （本章は、特記なき限り構造特記仕様書による）鉄骨工事

試験

類別等

仕上り

その付属品

　　塗料の種別

正味厚さ
（mm）

　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

建築基準法に基づく地震力の（ ・1　・1.25　・1.5 ）倍の地震力に対応　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

建築基準法に基づく風圧力の（ ・1　・1.15　・1.3 ）倍の風圧力に対応

　　耐風圧性能

　　耐震性能

　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

建築基準法に基づく地震力の（ ・1　・1.25　・1.5 ）倍の地震力に対応　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

・間仕切壁パネル構法 (8.5.4)

　　耐震性能

建築基準法に基づく地震力の（ ・1　・1.25　・1.5 ）倍の地震力に対応　　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　

 ・図示

 ・図示

建築工事特記仕様書（2）
A-002



ロ.コンクリートスラブと立上がりとの打継ぎ部分には、幅500ｍｍ程度でウレタン系塗

イ.コンクリートブロック積みの場合は、コンクリートの立上がりを設ける。

※ 外壁以外の目地で、浴室、流し台、洗面化粧台等　水まわりや、耐温水性が必要な

 　部位は、防カビタイプ1成分形シリコーン系（脱オキシム形）シーリングとする。

※ ワーキングジョイントは2面接着、ノンワーキングジョイントは3面接着を原則とす

その他の防水処理 内部水廻りの防水処理

水廻り箇所及び水の被害が予想される所では、全面的に防水層を施工していない場所で

その他

石の品質

床用石材　　　　　　　　　※ ２等品　　・ １等品　　・

壁及びその他の石材　　　　※ １等品　　・ ２等品　　・

FRP防水　L-FF仕様(保護コンクリート 防食仕上用ビニルエステル塗料)

汚水槽，雑用水槽，消防用水・消防水槽，井水原水槽の床・壁仕上げはエポキシ樹脂防

食防水(大関化学パラテックスEP-GS同等品以上)とする。

アスファルト防水19
　防水層の種別

屋根保護防水

種別 施工箇所

(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3～表9.2.6)

防
水
工
事

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2

・B-3

・AI-1

・BI-1

・BI-2

・AI-3

・AI-2

・乾式保護材

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

断熱材 絶縁用シート

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

3

ルーフィング

シート防水

合成高分子系 防水層の種別

・S-F2

・S-M2

防止シート施工箇所

の材質
種類

・

・

・

使用量

・※製造所の

・

・

断熱材Ｇ

仕上塗料 高日射反
射率防水
の適用

・SI-F2

・

・

施工箇所

保護層

屋内防水層の種別

立上り部の保護平場のモルタル塗り

塗厚(㎜)

・SI-M1

※発泡ﾎﾟﾘｴ

ﾁﾚﾝｼｰﾄ

・

・SI-M2

工法

・S-C1

種別

種別

・S-F1

・S-M1

・SI-F1

種別

防水層の種別 (9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1～表9.3.3)2

シート防水

施工箇所

改質アスファルト

断熱材

・

・

・

・

・

高日射反
射率防水
の適用種類 使用量

仕上塗料

防湿用シート

屋内防水

　防水層の種別

施工箇所種別施工箇所種別

　押え金物の材質及び形状寸法

　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　・

　防水層の下地のモルタル塗り

　　・適用しない

 ・E-1  ・E-2

　　・適用する　（施工範囲　・図示　　・　　　　　）

　保護層　・設ける（ ※図示　　・　　　　）　　・設けない

・AS－T1

・AS－T2

・AS－T3

・AS－T4

・AS－J1

・設ける
アスファルト
製造所の仕様

・設けない

・ASI－T1

・ASI－J1

　改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　　※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　　・

・

・製造所の

　指定による

　仕様による

※製造所の

・

　屋根露出防水絶縁工法，屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

　　　　　　　　　・

　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　　・

　　種類　　　　　※改質アスファルトシートの製造所の指定

　　こて仕上げ　　※水下　80mm 以上　　　　・

　平場の保護コンクリートの厚さ

　　床タイル張り　※水下　60mm 以上　　　　・

　防水層の種別

種別 施工箇所

屋根露出防水

・

・

・

・

・

・D-4

・D-3

・D-2

・D-1

断熱材
仕上塗料

種類 使用量

高日射反射率防水

の適用

・・DI-2

・DI-1

　屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の，ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の

　　※図示　　・

　断熱材の種類

　押え金物の材質及び形状寸法　

　断熱材の種類

仕様による

　固定金具の材質及び形状

　　　　　　　　を積層加工したもの

　　材質　　　※防錆処理した鋼板，ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面及び両面に樹脂

4 塗膜防水

仕上塗料

(9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

使用量種類

・X-1

・・・X-2

・製造所の

　指定による

・地下外壁防水・Y-1

・

・屋内防水 ・適用する・Y-2

・ ・適用しない

ウレタンゴム系塗膜防水 X-1（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量

種別 施工箇所 保護層 高日射反
射率防水
の適用

・製造所の

　指定による

・

防水層の種別

5 ケイ酸質系塗布膜

防水層の下地（壁及び天井） (9.6.4)

ゴムアスファルト系塗膜防水 Y-1,Y-2

　工程数及び各工程の使用量

　　・

　　・主材料の製造所の仕様による

　接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

　接着工法の場合のPCコンクリート部材防水下地の目地処理

　機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

　　　・適用しない

　　　※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1　　・1.15　　・1.3 ）

　　　　　　　　  倍の風圧力及び積雪荷重に対応した工法）

　　　　　　　・

　　厚さ(mm)　※0.4以上　　　・

　断熱工法（SI-MI，SI-M2の場合）の防湿用フィルム

　　・設置する　　・設置しない

　立上り部の保護

　　・乾式保護材

　　　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として，板状に押出成形しオートク

　　　　　　　　　　レーブ養生したもの。

　　　金属複合板　：金属板と樹脂を積層一体化したもの。

　　・保護れんが

　　　※TIS R 1250（普通れんが及び化粧れんが）

　ルーフィングシートの種類及び厚さ

　　※標準仕様書表9.4.1から表9.4.3による　　・

・
（種類）

（厚さ）

・　㎜

・50mm

・25mm

（種類）

・

（種類）
・
（厚さ）

・床塗り ※7㎜以下

・

※製造所の

　仕様による

・

・下地モルタル塗り

Ｇ Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

(9.2.2)

　　※標準仕様書表9.2.3及び表9.2.4による

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　用途による区分　　　・

　　　材料構成による区分　　　・R種　　　・N種

　　　厚さ　　　・　　　　mm以上

　　※標準仕様書表9.2.5及び表9.2.6による

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　用途による区分　　　・

　　　材料構成による区分　　　・R種　　　・N種

　　　厚さ　　　・　　　　mm以上

(9.2.2)

　立上り部への断熱材及び絶縁用シートの設置 (表9.2.4)(表9.2.6)

　　・適用する　　　・適用しない

(9.2.2)(9.2.3)(表 9.2.7)(表 9.2.8)

・　mm
（厚さ）

・25mm

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ (9.2.2)

　　※標準仕様書表9.2.8による

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　用途による区分　　　・

　　　材料構成による区分　　　・R種　　　・N種

　　　厚さ　　　・　　　　mm以上

　　※標準仕様書表9.2.7及び表9.2.8による

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　用途による区分　　　・

　　　材料構成による区分　　　・R種　　　・N種

　　　厚さ　　　・　　　　mm以上

(9.2.2)

　絶縁工法及び断熱絶縁工法の脱気装置の種類及び装置数量

　　種類　　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

(9.2.3)

　　設置数量　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　・　　　個

(9.2.2)(9.2.3)(表 9.2.9)

(9.2.3)

　E-1の工程3を行う場合の部位

　　※貯水槽，浴槽等の常時水に接する部位

　　・

(表9.2.9)

施工 (9.2.4)

(9.2.4)

　防水層の下地，立上りコンクリート打放し仕上げ

　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　　※標準仕様書表6.2.4のB種

(9.2.4)

　　・図示による　　　　　・

(9.2.4)

　屋上排水溝の設置

　　・図示による　　　　・

(9.2.5)

　（改質

による）（厚さ）

・　mm・25mm

(9.3.2)

　　※標準仕様書表9.3.2及び表9.3.3による 　　・

　　※標準仕様書表9.3.2及び表9.3.3による 　　・

(9.3.2)

(9.3.2)

(9.3.2)

(9.3.3)

　　　　　　　　　・　　　個

　　設置数量　　　※改質アスファルトシートの製造所の指定

(9.4.2～9.4.4)(表9.4.1)(表9.4.2)

歩行の

仕様

可塑剤移行

※非歩行用

・軽歩行用

・非歩行用

・軽歩行用

※非歩行用

・軽歩行用

・非歩行用

・軽歩行用

・　mm
・25mm

（種類）
・
（厚さ）
・　mm
・25mm

・

・

・製造所の

仕様による

※製造所の

仕様による

・

・

・製造所の

仕様による

※製造所の

仕様による

・

・

・製造所の

仕様による

※製造所の

仕様による

・

・

・製造所の

仕様による

(9.4.2～9.4.4)(表9.4.3)

(9.4.2)

(9.4.2)

(9.4.3)

　　　　　　　　　・

　　種類　　　　　※ルーフィングシートの製造所の仕様

　　　　　　　　　・　　　個

　　設置数量　　　※ルーフィングシートの製造所の仕様

(表9.4.2)

(9.4.4)

　　・行う（・図示　　　・　　　）　　　・行わない

　PCコンクリート下地の入隅部の増張り(S-Fl，S卜F1の場合)

　　・行う（・図示　　　・　　　）　　　・行わない

(9.4.4)

(9.4.4)

※製造所の

　仕様による

・

(9.5.3)

　　種類　　　　　※主材料の製造所の仕様

　　設置数量　　　※主材料の製造所の仕様

　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　・　　　個

施工箇所種別 施工箇所 種別

防水層の種別

・C-UP※C-UI

(9.6.1,3)(表9.6.1,2)

　※コンクリート打放し仕上げ（標準仕様書表6.2.4のB種）

下地処理

　コンクリートの打継箇所の処理

　　※標準仕様書9.6.4(2)(ｱ）による

　・

(9.6.4)

　標準仕様書9.6.4 (2)(ｲ)及び(ｳ)以外の下地処理

　　・図示による　　　　　・

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ

・行わない

備考

施工

石材等 天然石

形状及び寸法施工箇所

10

備考

テラゾブロック

形状施工箇所

備考

テラゾタイル

施工箇所
寸法による区分

　取り付用モルタル，既調合の目地モルタル，浸透性吸水防止剤，石裏面処理材，裏打

　ち処理材，金物の固定に使用する充填材

表面仕上げ

の種類

種石の 仕上げ面に 寸法 表面仕上げ

大きさ(mm) よる区分 （mm） の種類

岩石の種類

・平もの ・片面※大理石 ※1.5～12

・役もの ・両面・花こう岩 ・

種石の

種類

表面仕上げ種石の 種石の

の種類種類 大きさ(mm)

※大理石 ※1.5～12 ・300×300

・花こう岩 ・ ・400×400

・行う（適用箇所　・全て　　・　　　　　　　　）

外壁湿式工法

下地ごしらえ　※あと施工アンカー・横筋流し工法

　　　　　　　・流し筋工法

　　　　　　　・あと施工アンカー工法

受金物　材質　※ステンレス(SUS304)製　　・

石裏面処理　・適用する　　・適用しない

裏打ち処理　・適用する　　・適用しない

(10.2.2)

　　　　形状及び寸法

アンカーの材質及び寸法

目地　一般目地　　　　目地幅(mm)　　※6以上 　　　・

　　　　　　　　　　　シーリング材　・適用する　　・適用しない

　　　伸縮調整目地　　位置　※標準仕様書表11.1.1による

　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　　　　　　　　　　・図示による

　※石材施工業者の指定する製品　　・

1

2

3

内壁空積工法 (10.2.2)受金物　材質　ステンレス(SUS304)製　　・4

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

シーリング

※下表以外は，標準仕様書表9.7.1による

6

　ただし，外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に，カーテンウォールの場

　合のシーリングは17章による

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング材の目地寸法

接着性試験

石材の割付け　・図示

・図示による

石
工
事

材料

　種類及び施工箇所

(9.7.2)

　仕上げを行わない施工箇所（　　　　　　　　　　）

　※標準仕様書9.7.3(1)による　　・

(9.7.3)

　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験

(9.7.5)

(10.1.3)

バフ仕上げ

の有無

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

(mm)

(10.2.3)

　　　　　※L-75×75×6(mm)

　　　　　　(・長さ=100mm　　　・長さ=150mm)

(10.2.2)

　　　　　・

　材質：※SS400　　・   　　　　　　　　　　　　寸法：

あと施エアンカーの種類，材質及び寸法

　種類：　　　　材質：　　　　　　・　　　　　　寸法：

上記以外の金物の材質，形状及び寸法

　・図示による　　　　　・

ドレンパイプの材質

　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

(10.2.3)

　・SUS 304

石材の厚さ(mm)　　　・ (10.3.2)

(10.3.3)

(10.3.3)

　　　　　　　　　　　　　　・図示による

　　　　　　　　　　　　　　※幅・深さとも10mm以上

　　　　形状及び寸法

　　　　　※L-75×75×6(mm)

　　　　　　(・長さ=100mm　　　・長さ=150mm)

　　　　　・

アンカーの材質及び寸法

　材質：※SS400　　・   　　　　　　　　　　　　寸法：

あと施エアンカーの種類，材質及び寸法

　種類：　　　　材質：　　　　　　・　　　　　　寸法：

上記以外の金物の材質，形状及び寸法

　・図示による　　　　　・

(10.2.2)

下地ごしらえ　※あと施工アンカー・横筋流し工法

　　　　　　　・あと施工アンカー工法

石裏面処理　・適用する　　・適用しない

裏打ち処理　・適用する　　・適用しない

目地　一般目地　　　　目地幅(mm)　　※6以上 　　　・

　　　　　　　　　　　シーリング材　・適用する　　・適用しない

　　　伸縮調整目地　　位置　※6m程度ごと

　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　　　　　　　　　　・図示による

石材の厚さ(mm)　　　・ (10.4.2)

(10.4.3)

(10.4.3)

　　　　　　　　　　　　　　・図示による

　　　　　　　　　　　　　　※幅・深さとも10mm以上

7

8

も、次の下地処理を行う。

　 装防水を行う。

　断熱材の種類 (9.2.2)

　　※押出法ポリスチレンフォーム断熱材の3種bA（スキン層付き）

　　　厚さ(mm)　　※25　・30　・35　・40　・50

保護層等の施工 (9.2.5)

(9.2.2)　　・ウレタンフォーム断熱材の2種1号又は2号

　　　厚さ(mm)　　※25　・30　・35　・40　・50

　　・ウレタンフォーム断熱材の2種1号又は2号

　　　厚さ(mm)　　※25　・30　・35　・40　・50

目地寸法

・図示　・　　

・図示　・　　

・図示　・　　

剛性の確保

　石材の剛性が不足する場合には、FRP補強などの処理を行う。

　適用箇所（※図示　　　・　　　）

　張りじまい位置

防水

　 る。

・水槽防水と水槽内シール施工はアクリル面取合い、配管取合いも含め

　同一の防水施工業者の責任施工とする。

・新設のアクリル、ガラス廻りシールの施工は、それぞれアクリル施工業者、

　ガラス施工業者の責任施工とする。

・水槽が連続する場合、連続する範囲は同一の防水施工業者の責任施工とする。

見本品の作製

・防水施工業者決定後、各防水の種別毎に防水仕様の見本を作製し、監督職員の承諾を得る。

　なお、防水仕様の見本の大きさはＡ４版程度とし、

　半面は下地からトップコートまで工程が分かるものとする。

色見本の作製

・ＦＲＰライニング防水・コーティング防水のトップコートの色は

　水槽毎に指定色とし、トップコートのみの色見本を作製し監督職員の承諾を得る。

　なお、見本の大きさはＡ４版程度とし、各色毎に作製する。

・ＦＲＰライニング防水はメーカー仕様の色見本を提出し監督職員の承諾を得る。

・含水率測定

　コンクリート部は防水施工前に下地コンクリート面の含水率を測定し、

　監督職員に報告する。なお、含水率は８％以下とする。

・高圧洗浄

　下地処理に先立ち高圧洗浄を行う。

・表面処理

　高圧洗浄後、既存防水層面のサンダーケレンを行う。表面は目荒らし程度とする。

　なお、浮部、剥がれ部は除去し、既存防水層の劣化が多い場合は、防水層を前面撤去後、

　サンダーケレンを行い、表面を平滑にする。

9　水槽用防水

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　

水槽アクリル A-013 内部仕上表 特記事項に記載

建築工事特記仕様書（3）
A-003



縁甲板張及び上がりがまち　　　※　ひのき　　　・　 (12.6.1)(表12.6.1)

下張り用床板　　※ 無し・ 有り（ ※ 合板張り厚さ　　　mm  ・ 板張り）

畳下床板　　　　※　有り（ ※ 合板張り厚さ12mm防水タイプ）　　　・　無し

材料・工法の一般 剛性の確保　　石材の剛性が不足する場合には、FRP補強などの処理を行う。

(10.2.2)(表10.2.4)乾式工法用金物　　・　ｽﾗｲﾄﾞ工法　・　ﾛｯｷﾝｸﾞ工法取付け金物

役物タイル ※ 外壁部窓マグサ　　・ 外壁柱梁型及び壁の出隅部等標準的な曲がり部には役物タイ

※ 外壁窓マグサ部廻り・小口タイル以上の外壁耐震目地廻りにはステンレスなまし鉄

その他監督職員の指示するものも同様とする。

落下防止

伸縮調整目地及び　

ひび割れ誘発目地

目地位置　　　　　※ 図示　　　　・ (11.1.3)

外壁乾式工法 (10.2.2)

　　　方式　・スライド方式　　・ロッキング方式

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1　　・1.15　　・1.3 ）倍

　　　　　　　  の風圧力に対応）

　　・適用しない

目地　目地幅(mm)　※8以上　　・

　　　シーリング材　・適用する（ ※標準仕様書9.7による　　・図示 ）

　　　　　　　　　　　　　　　び他部材との取り合い部

床及び階段の石張り (10.6.2)(10.6.3)

床石張り

階段張り

　　　　　　　　　　シーリング材　　・適用する　　・適用しない

目地　一般目地　　　目地幅(mm)　　　・図示による　　　　・

　　　　伸縮調整目地　位置　※床面積30㎡程度ごと，細長い通路の場合6m程度ごと及

　　　　　　　　　　　　　　・図示による

6

(10.2.2)(10.7.1)(10.7.2)

の石張り

アーチ，上げ裏等7

取付け工法　・外壁湿式工法　　・内壁空積工法　　・乾式工法

笠木，甲板等の

吊金物及び化粧吊りボルト

目地　一般目地　　　　目地幅(mm)　※6以上　　・

　・設ける　吊金物　　　※ステンレス(SUS 304)径6mm長さ80mm（加工物）　

　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　吊りボルト　※ステンレス(SUS 304)M10化粧ナット付き　

　　　　　　　　　　　　・

　・設けない

石裏面処理　・適用する　　・適用しない

裏打ち処理　・適用する　　・適用しない

　　　伸縮調整目地　　位置　※他の部位との取合い部　　・図示

取付け工法 (10.7.2)(10.2.2)7

アンカーの材質及び径　※ステンレス(SUS 304) M10　　・

乾式工法の取付け方式　・スライド方式　　・ロッキング方式

あと施工アンカーの材質及び寸法（材質：　　　　　　寸法：　　　　　　）

外壁湿式工法又は内壁空積工法の取付け金物　・標準仕様書10.2.2(1)による　・図示

湿式工法の取付け金物　　　・標準仕様書10.2.2(1)による

位置　※標準仕様書表11.1.1による

耐凍

害性

無有

色

無有

備考
役物

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

よる区分
吸水率に

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形状

（mm）
寸法施工箇所

タイルの形状，寸法等

(11.1.3)

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

壁タイル張りの工法

　内外装タイル　・密着張り　　　　・改良圧着張り

(11.2.2)(11.2.3)(11.2.6)

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

　・既調合モルタルの製造所の仕様による

　・

伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地

11 1

セメントモルタルに

よるタイル張り

3

乾式工法の取付け金物　　　・標準仕様書10.2.2(2)による

既調合モルタル

タイル張り

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

タイルの形状，寸法等有機系接着剤による

試験張り　・行う　　・行わない

見本焼き　・行う　　・行わない

　・目荒し工法（標準仕様書15.3.4(4)による）

　・MCR工法（標準仕様書6.8による）

　・レイタンス除去（下地2mにつき6mm以下）

目地のシーリング材

　伸縮調整目地

　その他の目地

　ひび割れ誘発目地

　打継ぎ目地

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の処理

4 (11.3.2～11.3.4)(11.3.7)

　※規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

タ
イ
ル
工
事

Ｇ

12

製材2 (12.2.1)(表12.2.1)

施工箇所 等級寸法（mm） 含水率形状

※2級

・

※2級

・

※A種　・B種 　・

※A種　・B種　 ・

施工箇所

見え掛り面

見え掛り面以外

等級寸法（mm）

・

※小節以上

形状

※A種

・B種

・

※A種

・B種

・

※A種

・B種

・

含水率

・

※上小節

施工箇所 寸法（mm）

・

※1等

・

※1等

形状

※10%以下

※10%以下

・A種　・B種　・

・A種　・B種　・

含水率 保存処理等級

寸法（mm）施工箇所 含水率

※A種

・B種

・

※A種

・B種

・

防虫処理材面の品質

3 造作用集成材

(12.2.1)

・行う

・行わない

・行う

・行わない

（　　　　）

造作材の場合

（※A種　 ・B種）

（※A種　・B種）

（　　　　）

造作材の場合

「JAS1083-5（製材-第5部：下地用製材）」に基づく製材

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　　　）

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　）

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

施工箇所 樹種名 見付け材面 見付け材面の品質寸法（mm）

施工箇所

施工箇所

品名

見付け材面の品質
厚さ（mm）

化粧薄板の化粧薄板

の樹種

寸法

（mm）

施工箇所

・

※15以下

・

※15以下

含水率(％)
寸法

（mm） の品質

見付け材面化粧薄板の

厚さ（mm）

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　）

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　）

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　）

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　）

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　）

※1等　・2等

保存処理

保存処理

※1等 ・2等

※1等 ・2等

見付け材面

の品質

芯材の

樹種

樹種名
厚さ（mm）

化粧薄板の 見付け

材面数

寸法

（mm）

・

※15以下

・

※15以下

見付け材面の品質寸法（mm） 含水率(％)樹種

木
工
事 Ｇ

Ｇ

5 外壁乾式工法の方式による金物の種類，形状，寸法等

　※標準仕様書表10.2.4による

　・図示による

アンカーの材質及び寸法

　材質：ステンレス(SUS304)製　　・   　　　 　　寸法：

あと施エアンカーの種類，材質及び寸法

　種類：　　　　材質：　　　　　　・　　　　　　寸法：

上記以外の金物の材質，形状及び寸法

　・図示による　　　　　・

だぼ用の穴の位置

裏打ち処理　・適用する　　・適用しない

石材の厚さ(mm)　　　・ (10.5.2)

(10.2.2)

　※標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による　　　　　・図示による

(10.5.3)

　　　　　　　　　　・適用しない

(10.5.3)

石材の厚さ(mm)　　　床（　　　），階段（　　　）

　浸透性吸水防止剤　・適用する　　・適用しない

　石裏面処理　　　　・適用する　　・適用しない

　裏打ち処理　　　　・適用する　　・適用しない

　石裏面処理　　　　・適用する　　・適用しない

(10.6.2)

(10.6.3)

(10.6.2)(10.6.3)

　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　　　　　　　　　　・図示による

　　　　　　　　　　　　　　※幅・深さとも10mm以上

　・湿式工法　　・乾式工法

　　　　　　　　　　　　　・図示による

                方式　　　・スライド方式

　　　　　　　　　　　　　・ロッキング方式

　　　　　　　　　　　　　・図示による

特殊部位用金物　　　　　　・標準仕様書10.2.2 (3)による

　　　　　　　　　　　　　・図示による

ファスナー　　　　　　　　・図示による

アンカーの材質及び寸法

　湿式工法の材質：ステンレス(SUS304)製　　・   　　　 　　寸法：

　乾式工法の材質：SS400　　　　　　　 　　・   　　　 　　寸法：

あと施エアンカーの種類，材質及び寸法

　種類：　　　　材質：　　　　　　・　　　　　　寸法：

上記以外の金物の材質，形状及び寸法

　・図示による　　　　　・

石裏面処理　　　・適用する　　　・適用しない

石裏の補強用モルタル　　　・適用する　　　・適用しない

石材の厚さ(mm)　　　・

乾式工法の場合の取付け代　　※標準仕様書10.5.3(2)による

　　　　　　　　　　シーリング材　　・適用する　　・適用しない

　　　伸縮調整目地　位置　※標準仕様書表11.1.1による

　　　　　　　　　　　　　・図示による

　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　　　　　　　　　・図示による

　　　　　　　　　　　　　※幅・深さとも10mm以上

目地

　湿式工法の場合

　　　一般目地　　　目地幅(mm)　　　※6以上 　　　・

　乾式工法の場合

　　　目地幅(mm)　　　※8以上 　　　・

　　　シーリング材　・適用する（ ※標準仕様書9.7による　　・図示 ）

　　　　　　　　　　・適用しない

隔て板8

(10.2.2)

(10.7.2)

(10.7.2)

(10.3.3)

(10.5.3)

(10.7.3)石材の厚さ(mm)　　※40　　　・

　　　・図示による

見本焼，試験施工 2 見本焼き　　・行う　　　・行わない

試験張り　　・行う　　　・行わない

(11.1.4)

(11.2.7)

種類

　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして，セメント，細骨

　材，混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

(11.2.3)

　・目荒し工法（標準仕様書15.3.4(4)による）

　・MCR工法（標準仕様書6.8による）

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の下地処理方法 (11.2.6)

　・

(表11.2.3)

外装タイルにおける目地詰め

接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆

　・行う　　　・行わない

　　※ポリウレタン系シーリング材　　　・

　　※ポリウレタン系シーリング材　　　・

　　※変成シリコーン系シーリング材　　・

　　※変成シリコーン系シーリング材　　・

(11.3.3)

(11.3.3)(11.3.5)

(11.3.4)

(11.3.5)

施工一般1 ホルムアルデヒド放散量

　※標準仕様書12.2.1(ｳ)のいずれかによる　　　・

(12.2.1)

(12.2.1)(表12.2.1)

(12.2.1)(表12.2.1)

(12.2.1)(表12.2.1)(表12.2.2)(12.2.3)

品名

(12.2.1)

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

※1等　・2等

(12.2.1)

(12.2.1)

施工箇所 品名 樹種名

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

1

5

造作用単板

(12.2.1)(12.3.2)

適用部位 保存処理性能区分

適用部位 処理の方法

・

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(12.4.1)間仕切軸組に用いる

(12.4.1)床組に用いる木材 （土間スラブの土台，転ばし大引き及び転ばし根太は除く）

10

に用いる木材

窓，出入口，その他 (12.5.1)

に用いる木材

11 絶甲板及び上がまち (12.6.1)

4

8

9

防腐・防蟻処理7

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

※薬剤の製造所の仕様による

(12.3.1)

※（製材を用いる場合）杉又は松　　　　　・

　吊元枠，水掛りの下枠及び敷居は，ひのき，その他は，松又は杉

※（製材を用いる場合）ひのき　　　・

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

12 壁及び天井に用いる (12.7.1)※（製材を用いる場合）杉又は松　　・

防虫処理

・有り

・無し　（等級：・1等　・2等　・3等）

表面の品質(表面の化粧加工)

（加工： ・天然木化粧加工 ・塗装加工）

施工箇所 寸法（mm）樹種名種別 接着性能（使用環境）品名 強度等級

(12.2.1)(12.3.2)

合板等5

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　　　）

・行わない

・行う

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　　　）

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

防虫処理板面の品質
接着の
程度

単板の厚さ
（mm）

※1類

・ ・2類

※5.5

施工箇所

・「合板の日本農林規格」による普通合板

・行う

・行わない針葉樹　※C-D以上　・

・ ・

施工箇所 等級 板面の品質
接着の厚さ

程度（mm）

単板の

樹種名

強度

・適用する

・適用しない

　（　 　）

・行う

・行わない・

※12

※C-D以上

・・1級

※2級以上 ・特類

※1類

・適用する

・適用しない

　（　 　）

・行う

・

※12 ・1級

※2級以上 ・特類

※1類 ・適用する

接着の程度単板の樹種名

施工箇所
化粧板に使用する

単板の樹種名
厚さ（mm） 接着の程度

施工箇所

・1類

厚さ

（mm）

接着の

の方法

化粧加工

寸法(mm)施工箇所

・１級　・２級　・３級　・４級

・１級　・２級　・３級　・４級

等級

厚さ

（mm）

※15

・

※MR1(M)又は

　MR2(P)タイプ

※13タイプ

・

表裏面の状態

による区分

曲げ強さによる

区分 区分

接着剤による

区分

難燃性による
施工箇所

施工箇所
区分

表裏面の状態

による区分

曲げ強さによる

区分

接着剤による

区分

難燃性による厚さ

（mm）

接合具等

接着剤に含まれる可塑剤は，難揮発性のものとする。

・ＭＤＦ

・パーティクルボード

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

6

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　　　）

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　　　）

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　　　）

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　　　）

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　　　）

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　　　）

(12.2.2)

・1類　・特類

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

広葉樹　・1等　※2等以上

・1類　・2類

単板の樹種名 防虫処理

・行わない

・行う

・行わない

・行う

・行わない

・行う

防虫処理

防虫処理

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

施工箇所 品名 寸法（mm）

(12.2.1)

樹種名
品名

(12.2.1)(12.3.2)

・行わない

等級

保存

処理

　接着の程度　常温湿潤状態となる場所での使用

　　　　　　　　※特類

　　　　　　　その他の場合

　　　　　　　　※1類以上

(12.2.1)(12.3.2)

厚さ
（mm）

施工箇所 品名

程度

・2類

品目

・オーバーレイ

・プリント

・塗装

・

品目

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)

(12.2.1)

接着剤6

造作材の化粧面の釘打ち

　・適用する（※隠し釘打ち　　・　　　)　　　・適用しない

諸金物の形状，寸法及び材質

　※標準仕様書12.2.2(2)(ｱ)による

接着剤（木れんが用接着を含む）のホルムアルデヒド放散量 (12.2.2)(12.2.3)

(12.2.2)(表12.2.3～表12.2.5)

　※Ｆ☆☆☆☆　　　　・

(12.2.2)(12.2.3)

・薬剤による防腐・防蟻処理を省略できる樹種による製材

　　適用部材：（　　　　　　　　）防腐・防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材

・エ場における薬剤の加圧注入処理による防腐・防蟻処理 (12.3.1)

・

・

薬剤の種類

(12.3.1)

(12.3.1)

・合板等の加圧注入処理等による防腐・防蟻処理

　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(12.3.1)

※（製材を用いる場合）杉又は松　　　　　・

※（製材を用いる場合）

5

                        ル（一体成形）を使用する。

　　　　　　　　　　　 線で落下防止処理を行うこと。

6

7

立上り部

　特記なき限り外壁湿式工法にならうこと

ドレインパイプ　※SUS 304

　裏面処理　・適用する　・適用しない

　裏打ち処理　・適用する　・適用しない

　・レイタンス除去＋有機系下地調整剤（下地2mにつき6mm以上）

　　　施工計画を監督職員に提出し承諸を受ける。

　　　また、目荒らしの状態は、事前に監督職員に承諸を受ける。

接着力試験（屋外及び屋内の吹抜け部分のタイル張り）

　※行う　・行わない

(11.1.5)

「JAS1083-2（製材-第2部：造作用製材）」に基づく製材

「JAS1083-6（製材-第6部：広葉樹製材）」に基づく製材

「JAS1083」以外の製材

　間伐材等の適用　・する　　・しない（施工箇所：　　　　　　）

「JAS1083-6（単板積層材）」に規定する造作用単板積層材

「JAS3079（直交集成材）」に規定する造作用単板積層材

「JAS0360（構造用パネル）」に基づく構造用パネル

床板張13

10

石
工
事
　
続
き

石張り

耐凍

害性

無有

色

無有

備考
役物

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

よる区分
吸水率に

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形状

（mm）
寸法施工箇所

Ｇ
種類

積層材Ｇ

木材

木材

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　

・ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ木ﾃﾞｯｷ ・図示 ・図示

・水槽膳板 タモ ・図示 ・図示

メンテナンスデッキ

建築工事特記仕様書（4）
A-004



　　　　　　　・ 配管用ステンレス鋼管　ｽﾃﾝﾚｽSUS304　 ・耐火ニ層管　 ・アルミ管

　　　　　　　　　　　　　　　（防火区画貫通部分及び前後1ｍを不燃材料とする）

・ 屋外鉄骨フレーム　　・ 階段他

・ PC,押出成形セメント板，ALC取付ファスナー他

　大空間天井の下地補強及び壁とのクリアランスは図示による

方式 バー材種 天井材厚さ（mm） 施工箇所 備考

・・ロックウール（　　 　）

・グラスウール（　　 　）

・

・

・アルミニウム製

・スチール製

・

・ライン方式

・クロス方式

・ロ型方式

・

※ 工法規格はメーカーの基準による。

・ 耐震対策 　　※ 振れ止め補強有り（　　　　　　　　　　　）　　・ 無し

　　　　　　　　※ 設備機器緊結有り（　　　　　　　　　　　）　　・ 無し

・

あと施工アンカ－ 引抜き試験　　 ※ する　　　・ しない (14.1.3)

（備考）E=合成エマルション系　　S=合成樹脂溶液系　　W=水溶性樹脂

　　　　C=セメント系　　CE=ポリマーセメント系　　SI=けい酸質系

　　　　RE=反応硬化形合成樹脂エマルション系　　RS=合成樹脂溶液系

コンクリート躯体表面の処理

　目荒し工法（高圧水洗）：吐出圧、ノズル距離、運行速度は事前に試験施工を行い、

　　　　　　　　　　　　　監督職員の承諸を受けること。 (15.3.4)

※0.4　

・0.5　

・ 軒天内鉄骨

留め付け
屋根葺形式

（mm）

・厚さ

付着量等

施工箇所 板及びｺｲﾙの種類

※JIS G 3322

・JIS　G 3312

塗膜の耐久性

長尺金属板葺

14 1 アルミニウム及び

アルミニウム合金

の表面処理 ・AB-1種

・AB-2種

・AC-1種

・AC-2種

・BA-1種

・BA-2種

・BB-1種

・BB-2種

・BC-1種

・BC-2種

・C種

種　別 施工箇所（成型板，笠木，建具以外）

表面処理方法 種　別

溶融亜鉛めっき ・B種

・C種

・D種

・E種

・F種

電気亜鉛めっき

・A種

施工箇所（手すり，タラップ以外）

2 鉄鋼の亜鉛めっき

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合

・天井のふところが3.0mを超える場合

工法

・屋外の場合の形式及び寸法

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

軽量鉄骨壁下地4

　・図示による

スタッドの高さが5.0mを超える場合

　※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

スタッド，ランナーの種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

3 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類

金属成形板張り5 (14.6.2)

6 アルミニウム製笠木 (14.7.2)(表14.7.1)

笠木の固定金具の工法等

表面処理　種別（　　　　）種

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

13 1 (13.2.2)(13.2.3)(表13.2.1)

(14.2.1)(表14.2.1)

（14.2.2)(表14.2.2)

　屋外　※25型　　・19型

　屋内　※19型　　・25型

　補強方法　※図示による　　・

　補強方法　※図示による　　・

　補強箇所，補強方法　※図示による　　・

(14.5.3)

　・図示による　　・

取付け用下地

伸縮調整継手　・設ける（施工箇所　・図示　　・　　　　）

　　　　　　　・設けない

表面処理　　　・図示による　　　　　・

種別　　　　　・図示による　　　　　・

　・250形　　・300形　　・350形　　・図示

　　　　　色合等　・標準色（　　　　　　）

　　　　　　　　　・特注色（　　　　　　）

　の屋根用ｺｲﾙ

下葺材料　・アスファルトルーフィング940

工法

施工箇所

（　）種

による区分

山ﾋﾟｯﾁ山高

・かん合形

形式

山高，山ﾋﾟｯﾁ

2 折板葺

　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　　・一般タイプ

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1　・1.15　・1.3 ）倍の風圧力及び積雪荷

　　※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1　　・1.15　　・1.3 ）倍

　　　　　　　　の風圧力に対応した工法）

　　・適用しない

・重ね形，

・はぜ締め形

材質の種類（　　　　　　　　　）

塗膜の耐久性の種類，めっき付着量等（　　　　　　　　　）

断熱材　・有り（種別：　　　　　　　　　厚さ(mm)：　　　防火性能：　時間）

　　　　・無し

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1　・1.15　・1.3 ）倍の風圧力に対応した

工法

雪止め瓦役物瓦

の種類
大きさ寸法に

よる区分よる区分

製法に 形状に

よる区分

種類

施工箇所 産地

(13.4.2)粘土瓦葺3

折板のけらば納め　※けらば包みによる方法　・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

厚さ

(mm)

・有り

・無し

※鋼板製

　合金板製

区分

材料による

区分

耐力による 軒先

面戸板

工法

　　　　　　　　　　寸法　※幅21×高さ15(mm)以上　　・

　　　　　　　　　　寸法　※幅40×高さ30(mm)以上　　・

棟補強用心材　　　　材質　※杉　　・

とい4 (13.5.2)(表13.5.1)

　とい受金物

鋼管製といの防露巻きの工法

　といの材種　・配管用鋼管　　・硬質ポリ塩化ビニル管　　・

　　とい受金物の材種，形状，取付け間隔

　　足金物の材種，形状，取付け間隔

　※標準仕様書 表13.5.4による　　・

　　・多雪地域の場合の軒どいの取付間隔0.5m以下

瓦桟木　　　　　　　材質　※杉　　・

JIS A 5208に基づく凍害試験　・行う　　・行わない

　　　※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1　　・1.15　　・1.3 ）

　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　　　　　　　  倍の風圧力に対応した工法）

　　　・適用しない

・屋外の軒，ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強

　※標準仕様書14.5.4(5)による　　・図示による

(14.4.2)(表14.4.1)

屋
根
及
び
と
い
工
事

金
属
工
事

材料

下地

・心木なし

・横葺

・

・立て平葺

　　　　　　　・複層基材タイプ

　　　　　　　・粘着層付タイプ　

(13.2.3)

　　・図示による　　　　　　　　　　　・

　横葺の場合のけらば納め

　　・つかみ込み納め　　　　　・けらば包み納め

　雪止め　　　・設置する（・図示　　　　　・　　　　　）

(13.3.2)(表13.2.1)

(13.3.3)

　　・図示による　　　　　　　　　　　・

　耐雪性能に応じた工法

　　・適用する（・図示　　　　　・　　　　　）　　　　　・適用しない

の使用

瓦緊結用釘又はねじ　種類　・

　　　　　　　　　　径　　・

　　　　　　　　　　長さ　・

棟補強等に使用する金物等

　　　　　　　　　　材質　・ステンレス製

　　　　　　　　　　　　　・溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製

　　　　　　　　　　形状　・

　　　　　　　　　　寸法　・

　　　　　　　　　　留め付け方法　・

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・1　・1.15　・1.3 ）倍の風圧力又は地震力に

　　風圧カ　　・図示による　　　　　　　　　・

　　地震カ　　・図示による　　　　　　　　　・

　瓦緊結用釘又はねじの有効長さの最小値（　　　）㎜

　瓦桟木の留付け工法　　　・図示による　　　　　　　　　・

　棟の工法　・７寸丸伏せ棟又はＦ型用冠瓦伏せ棟

　　　　　　・のし積み棟　　　　　・

　面戸，雀口，葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合

　　・モルタルによる　　　　　・瓦葺き用しっくいによる

材料

　　　　　　　・表面処理鋼板

　　　　　　　　・表面及び裏面の塗膜の種類（　　　　　）

　　　　　　　　・耐酸被覆鋼板

　　　※表13.5.2による　　・

　　　※表13.5.2による　　・

　　　・図示による

　防露材のホルムアルデヒド放散量

　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　・

工法

(13.4.3)

(13.5.3)

ルーフドレイン5 (13.5.2)JCW 301によるルーフドレインの種類及び呼び

・

施工個所呼び

・ろく屋根用たて形I型

・ろく屋根用横形I型

・バルコニー中継用

・バルコニー用

　ねじ込み式

　ねじ込み式

・ねじ込み式

・差し込み式

・ねじ込み式

・差し込み式

・

・

・

・ ・

種類

表面処理

色合い等

・常温乾燥形の塗装の場合（　　　　　　　　　　）

鉄鋼の亜鉛めっき

　　野縁受，つりボルト，インサートの間隔及び周辺部端からの距離

　　　・図示による　　　　　　　　　　・

　　野縁の間隔

　　　・図示による　　　　　　　　　　・

(14.4.4)

　補強箇所，補強方法　※図示による　　・

(14.5.4)

　※標準仕様書14.4 による　　　・図示による　　　　　

部材の種類

(14.7.3)

(14.6.3)

(14.6.3)

(14.7.2)(表14.2.1)

　　・図示による

方法

材料

材料

15 ラス系下地

　ラス材及び補強用平ラス

　ラスシートの山高，山ピッチ，質量及び溶接ピッチによる区分

　ステープルの形状及び寸法

下地の種類

その他のボード下地

2 せっこうボード， (15.2.5)

　せっこうラスボード　種類（　　　　）　厚さ（　　　　㎜）

　せっこうボード　　　種類（　　　　）　厚さ（　　　　㎜）

　木質系セメント板　　種類（　　　　）　厚さ（　　　　㎜）

　せっこうボード，せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚さ

3 こまい下地 (15.2.6)

4 木ずり下地 (15.2.7)

モルタル塗り5 (15.3.2)

(15.2.4)1

　　※LS4（耐力壁の場合） 　　・

建築基準法に基づく耐力壁の指定　・なし　　・あり

材料

モルタル　　・現場調合材料　　・既調合材料

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（※図示　　・　　　　　）

　　　　　　・設けない

　　　　　　・設けない

床の目地　　・設ける

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験

　・直張り工法（ ・ラスモルタル下地　　・ラスシートモルタル下地 ）

　・通気工法　（ ・二層下地　　　　　　・単層下地 ）

　・図示による（外張断熱工法で断熱材の外側に野縁を施工する形式の通気工法を行う

　　リブラス

　　波形ラス

　　　　　　　種類　　※押し目地　　・　　　　

　　　　　　・行う　　・行わない

呼び名

・防水形外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E

・内装薄塗材E

・外装薄塗材E

・外装薄塗材S

・内装薄塗材W

・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・内装薄塗材C

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・内装厚塗材C

・内装厚塗材L

・内装厚塗材G

・内装厚塗材Si

・内装厚塗材E

・複層塗材CE

・可とう形複層塗材CE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・複層塗材RE

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RE

仕上げの形状

・吹放し

・凹凸状

・ゆず肌状

・砂壁状

・さざ波状

・平たん状

・凹凸状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく

塗り

セルフレベリング材

仕上塗材仕上げ 建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

材料

6 (15.5.2)(表15.5.1)

(表15.6.1)(その1)

7

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・凸部処理

・せっこう系　　・セメント系

　※Ｆ☆☆☆☆　　　　　・

　　　　　　　目地割　※2㎡程度（最大目地間隔3m程度）　・　　　　

左
官
工
事

材料

　　材料記号（※Ｋ　　　・　　　)

　　種類及び単位面積当たりの質量

　　　・ニ層下地通気構法

　　　　・波形ラス(W700)　　・こぶラス（K800)　　　・カ骨付きラス(BP700)

　　　・単層下地通気構法

　　　　・リブラスC(RC800)にターボン紙などの裏打ち材と一体化したラス 

　　　※L925TS以上（リブラスC (RC800)の場合）

　　　※L1019JS以上（波形ラス（W700)の場合)

　　　・

　　　・

施工

(15.2.4)

　二層下地通気構法

　　換気口部の措置　　　※講ずる　　　・

　直張り工法（ラスシートモルタル下地の場合）

　　建築基準法に基づく耐力壁として使用する場合のラスシートの施工 

　　　・図示による　　　・

(15.2.4)

材料

　木ずり用小幅板の材種　※杉（心去り材）　　・

(15.3.2)

(15.3.5)

(15.3.5)

(15.6.2)

・薄付け仕上塗材

(15.6.2)

工法 吸放湿性 防火材料

・吹付け

・ローラー塗り

・適用する

・適用しない

・ゆず肌状

・砂壁状

・さざ波状

・吹付け

・ローラー塗り

・適用する

・適用しない

・ゆず肌状

・砂壁状

・さざ波状

・吹付け

・こて塗り

・適用する

・適用しない

・ローラー塗り

・平たん状

・凹凸状

・ゆず肌状

・砂壁状

・さざ波状

・吹付け

・こて塗り

・適用する

・適用しない

・ローラー塗り

・ゆず肌状

・さざ波状

・吹付け ・適用する

・適用しない・ローラー塗り

・凹凸状

・砂壁状 ・吹付け ・適用する

・適用しない・ローラー塗り

・凹凸状

・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

・吹付け

・こて塗り

・ローラー塗り

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・ゆず肌状

・平たん状

・凹凸状

・さざ波状

・吹付け

・こて塗り

・ローラー塗り

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・ゆず肌状

・平たん状

・凹凸状

・吹付け

・こて塗り

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

呼び名 仕上げの形状

(表15.6.1)(その2)・厚付け仕上塗材

工法 吸放湿性 防火材料

・吹付け ・適用する

・適用しない・凸部処理

・平たん状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて塗り

・適用する

・適用しない

・吹付け

・こて塗り

・ローラー塗り

・吹放し

・凹凸状

・凸部処理

・平たん状

・ひき起こし

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・吹付け

・こて塗り

・吹放し

・凹凸状

・凸部処理

・平たん状

・ひき起こし

・かき落とし

・凹凸状

・平たん状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて塗り ・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・凹凸状

・平たん状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて塗り ・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・吹放し

・凹凸状

・凸部処理

・平たん状

・ひき起こし

・吹付け

・こて塗り

・ローラー塗り

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

　外装厚塗材Cにおける上塗材がセメントスタッコ以外の場合

　（　　　　　　　　　　）

　外装厚塗材Si，外装厚塗材Eにおける上塗材の適用

　　・適用する　　　・適用しない

呼び名 仕上げの形状

(表15.6.1)(その3)・複層仕上塗材

工法 吸放湿性 防火材料

・軽量骨材仕上塗材

・凹凸状

・ゆず肌状

・吹付け

・ローラー塗り

・耐侯形３種

・

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・吹付け

・ローラー塗り

・耐侯形３種

・

・適用する

・適用しない

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・吹付け

・ローラー塗り

・耐侯形３種

・

・砂壁状

・平たん状

・吹付け

・こて塗り

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

　複合仕上げ塗材の上塗材

　　樹脂　　　・アクリル系　　　・シリカ系　　　・ポリウレタン系

(15.6.2)(表15.6.2)

　　　　　　　・アクリルシリコン系　　　・ふっ素系

　　外観　　　・つやあり　　　・つやなし　　　・メタリック

　　溶媒　　　・溶剤系　　　・弱溶剤系　　　・水系

7

アルミニウム表面処理における性能区分は以下による。

（JIS H8602-2010）

A1：屋外（過酷環境かつ紫外線露光量の多い地域）

　　鹿児島県の南部の島から琉球列島に属する島(JIS Z2381 付属書1参照) 

A2：屋外（過酷環境）

　　海岸線から300m以内の地域、及び海岸線から300mを超えて2km以内

B ：屋外（一般環境）

　　の地域(JIS Z2381 付属書1参照) 

　　工業地域、都市地域、田園地域(JIS Z2381 付属書1参照) 

C ：屋内

葺板の寸法

　塗装溶融亜鉛

・JIS　G 3320

　塗装ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

　めっき鋼板

の種類、めっき

　重に対応した工法

　対応した瓦の緊結方法などの工法

工法材種

・鋳鉄製 ・先付け

・ｽﾃﾝﾚｽSUS304

・鋳鉄製

・ｽﾃﾝﾚｽSUS304

・鋳鉄製

・ｽﾃﾝﾚｽSUS304

・鋳鉄製

・ｽﾃﾝﾚｽSUS304

・後付け

・先付け

・後付け

・先付け

・後付け

・先付け

・後付け

性能

陽極酸化皮膜の着色方法　※二次電解着色　　・三次電解着色 (14.2.1)

・特定天井

　※図示　　・

・天井面構成部材などの単位面積当たり重量が20kg/㎡を超える天井

　※図示　　・

・傾斜、段差、曲面等の水平でない天井

　※図示　　・

・システム天井

(表14.2.1)

　瓦棒葺

　工法

　　場合）

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　

・ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

ステンレスの種類8 種類

表面仕上げ

※ ＳＵＳ ３０４　　　※ ＳＵＳ ３１６（水槽内）

※ ＨＬ仕上げ　　・ Ｎｏ．２Ｂ　　・ 鏡面仕上げ

建築工事特記仕様書（5）
A-005



連窓サッシ

※ 湿式工法で取付ける横連窓長さが5m以上のアルミサッシ方立は上部枠に300×サッシ

　 枠見込巾×厚さ10の弾性緩衝材を敷込む。アンカーは方立上部を避け、150mm以上離

・ 製造業者の連窓サッシ方立のわん曲対応マニュアルによる。

・ 特殊開錠用具の所持の禁止等に関する法律第７条に基づくシリンダー錠の防犯性能

※ 要（・ 5分未満　 ※ 5分以上　 ・ 10分以上）　　・ 不要

10 こまい壁塗り

ロックウール吹付け11

　　　・水こね土物1工法 　　・水ごね土物2工法

　　　・のりさし土物工法　　・のりごね土物工法

　・砂壁仕上げ工法

　・切返し仕上げ工法

大津仕上げ

　砂壁用ののりの種類　　※ふのり　　　　　　・つのまた

　色土の種類　　　　　　・土物仕上げ（　　　　）　　・大津仕上げ（　　　　）

　土壁用ののりの種類　　※つのまた　　　　　・ふのり

　調合　下塗りの調合　※標準仕様書表15.11.2による　　・

　塗厚　※標準仕様書表15.11.8による　　・

　　　　・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合

工程　こまい壁　※A種　　・B種

(15.11.7)

(15.11.8)

(15.12.2)

(15.11.2)

16

(16.1.6)

1

2

防火戸

見本の製作等

・建具表による　　　・

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　）

・適用しない

　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級

表面処理

・防鳥網

種　類 材　種

・防虫網

※16～18メッシュ

・

網目寸法15mm

網　目

・

※0.25mm以上

1.5mm

線　径

・ガラス繊維入り合成樹脂製

※合成樹脂製

・ステンレス(SUS 316)製

ステンレス(SUS 304)製

　外部に面する建具

3

4

5

防犯建物部品

アルミニウム製建具

網戸等

建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　）

　　　　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　・行わない

　外部に面する建具の種別

　　　　　　着色　・標準色　　・特注色

　　　　　　着色　・標準色　　・特注色

結露水の処理方法　※図示による　　・

水切り板，ぜん板　※図示による　　・

　　・防音ドア，防音サッシとする場合　　遮音性の等級（ ・　　　　）

　　・断熱ドア，断熱サッシ　とする場合　断熱性の等級（ ・　　　　）

(16.2.3)

(16.1.3)

(16.1.4)

・適用する（適用箇所　　　・建具表による　　・　　　　　）

ロックウールのホルムアルデヒド放散量

仕上げ吹付けによる厚さ（mm）

　屋内の建具

　・防音ドア，防音サッシとする場合の遮音性の等級

　・断熱ドア，断熱サッシ　とする場合の断熱性の等級

6

7

樹脂製建具

鋼製建具

鋼板の厚さ（mm）　　　　　　※標準仕様書表16.5.1による

8 鋼製軽量建具

9 ステンレス製建具

　　　・T-1 　　　　・T-2

水切り板，ぜん板　　※図示による　　　　　・

表面色　　　　　　　・標準色　　　　・特注色

鋼板の種類

召合せ，縦小口包み板の材質　※鋼板　　　・

　外部に面する建具の耐風圧性（表16.2.1による）

　　　遮音性の等級（ ・　　　　）

　・断熱ドア，断熱サッシ　とする場合

　・耐震ドアとする場合

　・防音ドア，防音サッシとする場合

　・断熱ドア，断熱サッシ　とする場合

　・耐震ドアとする場合

　・防音ドア，防音サッシとする場合

　・断熱ドア，断熱サッシ　とする場合

　・耐震ドアとする場合

接着剤のホルムアルデヒド放散量

マスチック塗材塗り8 (15.7.2)(表15.7.1)

調合及び塗厚

(15.10.2)

(15.10.3)(表15.10.1～表15.10.4)

9 しっくい塗り 下地（　　　　　　　　） (15.10.1)

　既調合しっくい　　　※標準仕様書表15.10.3(1)による

種別　・A種　　・B種

(15.11.5)(表15.11.9)

(16.2.2)

　　　　　　種別　・BB-1種　  ・BB-2種

　　　　　　種別　・BC-1種　  ・BC-2種

(16.2.3)(16.6.3)

(表14.2.1)

(表14.2.1)

性能値等（建具符号は建具表による）

　簡易気密型ドアセットの気密性等級，水密性等級

(16.4.2)

　簡易気密型ドアセット

(16.5.2)

　　　　　　　　　　　　　　・図示による

(16.6.2)性能値等（建具符号は建具表による）

性能値等（建具符号，枠の見込み寸法は建具表による）

性能値等（建具符号，枠の見込み寸法は建具表による）

性能値等（建具符号は建具表による）

建
具
工
事

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・標準仕様書15.10.1による場合以外の下地への適用

　（　　　　　　　　）

材料

　・標準仕様書15.10.2(1)(ｱ)，(ｲ)による

　　色しっくい　　　・適用する　　　・適用しない

　　　　　　　　　　　・

　現場調合しっくい　　※標準仕様書表15.10.3(2)による

　　　　　　　　　　　・既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

　・なで切り仕上げ　　　・パターン仕上げ

(15.10.4)(表15.10.5)

材料

　　　　　　　　　　　　・こんにゃくのり　　・にかわ　　　・合成高分子系混和剤

　　　　　　　　　　　　・ぎんなんそう　　　・粉末海藻

　色砂の種類　　　　　　・天然砂と岩石の砕砂  ・人工的に着色  ・製造したもの

(15.11.3)

　　　　　・図示による　　　　　　　　　　・

(15.11.4)

土物仕上げの工法

　・土物仕上げ工法

　・普通大津仕上げ工法 　　・大津みがき工法

ちりじゃくり　　　・図示による　　　・ (15.11.7)(15.11.8)

(15.12.3)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・

　※Ｆ☆☆☆☆　　・

　・図示による　　　・

・防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸について，連動させる装置等

　　・建具表による　　　・

(16.1.4)

　　※標準仕様書表16.2.1，表16.2.2による　　

　　　　・A種　　・B種　　・C種　　・D種　　・E種

ステンレス鋼板の種類

　※SUS304，SUS430J1L 又は SUS443J1　　　・

ステンレス製くつづりの仕上げ

　※HL　　　　　・

(16.2.4)(16.4.4)

(16.2.4)

(16.2.5)

(16.2.5)木下地の内付け建具

　・適用する（建具の製造所の仕様）　　　・適用しない

防虫網の材料

(16.3.2)

　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級

　外部に面する建具の種別

　　※標準仕様書表16.3.1，表16.3.2による

　　　　・A種　　・B種　　・C種　　・D種　　・E種

　　・

　　　※外部に面する建具は標準仕様書表16.3.3による

　　　・H-4　　・H-5　　・H-6　　・H-7　　・H-8

ステンレス製くつづりの仕上げ

　※HL　　　　　・

木下地の内付け建具

　・適用する（建具の製造所の仕様）　　　・適用しない

(16.3.4)(16.4.4)

(16.3.4)

(16.3.5)(16.2.5)

(16.3.5)(16.2.5)

　　・標準仕様書表16.4.1による　　　・建具表による

　　・S-4　　　・S-5　　　・S-6

ステンレス鋼板の種類

　※SUS304，SUS430J1L 又は SUS443J1　　　・

(16.4.3)(16.6.3)

点検口の類のくつづりの材料

鋼板類の厚さ（mm)

(16.4.3)

(16.4.4)

　※標準仕様書表16.4.2による　　　・

ステンレス製くつづりの仕上げ

　※HL　　　　　・

(16.4.4)

(16.4.6)標準型鋼製建具の有効内法寸法（表16.4.5による）

　・適用する（建具符号，形式及び寸法は建具表による）

　　・A-3　　　・建具表による

(16.5.3)

　　　面内変形追随性の等級（ ・　　　　）

　・防音ドア，防音サッシとする場合

　　　断熱性の等級（ ・　　　　）

　　　遮音性の等級（ ・　　　　）

　　　断熱性の等級（ ・　　　　）

　　　面内変形追随性の等級（ ・　　　　）

　・亜鉛めっき鋼板　　・ビニル被覆鋼板　　・カラー鋼板　　・ステンレス鋼板

(16.5.3)

(16.5.4)

ステンレス製くつづりの仕上げ

　※HL　　　　　・

(16.5.4)(16.4.4)

標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法（表16.4.5による）

　・適用する（建具符号，形式及び寸法は建具表による）

(16.5.6)

　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級

　　・建具表による　　　・

　外部に面する建具の種別

　　・S-4　・S-5　・S-6

　　　面内変形追随性の等級（ ・　　　　）

　　　遮音性の等級（ ・　　　　）

　　　断熱性の等級（ ・　　　　）

Ｇ

ステンレス鋼板の種類

　※SUS304，SUS430J1L 又は SUS443J1　　　・

ステンレス製くつづりの仕上げ

　※HL　　　　　・

(16.6.3)

(16.6.4)表面仕上げ　　　※HL

(16.6.4)(16.4.4)

ステンレス鋼板の曲げ加工

　※普通曲げ　　　・角出し曲げ

(16.6.5)

(16.2.4)

・普通合板

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

　　

　　

板面の品質　　　※広莱樹1等　　　・

接着の程度

樹種名（　　　　　　　　　）

接着の程度

合板の種類 備　考

10 木製建具

・フラッシュ戸

　表面材の合板の種類

接着剤のホルムアルデヒド放散量

建具材の加工，組立時の含水率

・かまち戸

・ふすま

・戸ぶすま

・紙張り障子

11 建具用金物 金物の種類・見え掛り部の材質等

　※標準仕様書表16.8.1及び適用（備考欄の特記事項も含め）は建具表による

　表面板の厚さ

　　かまち樹種（　　　　）　鏡板樹種（　　　　）

枠，くつずりの材料　　・建具表による　　・

・バーチカル形

・ハイリフト形

・スタンダード形

・ローヘッド形

・電動式

※バランス式

・チェーン式

セクション材料

による区分

開閉方式

による区分

収納形式

による区分
ガイドレールの材質

耐風圧

区分(Pa)

・125

・100

・75

・50

※スチールタイプ

・ファイバーグラス

・アルミニウムタイプ

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板

17 オーバーヘッドドア

電動式の場合の障害物感知装置の設置箇所　・図示（　　　　　）

18 ガラス

軽量シャッター16

スラットの材質の種類

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

耐風圧強度（　　）Pa

電動式の場合の安全装置

開閉形式　※手動式　　・電動式（手動併用）

(16.8.2)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・

　　上張り　　　・鳥の子　　　・新鳥の子又はビニル紙程度

　　縁仕上　　　・塗り縁　　　・生地縁（素地） ・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　　見込み寸法　※19.5mm　　　・建具表による 　・

　　見込み寸法　※30mm　　　　・建具表による　　　・

　　見込み寸法　※30mm　　　　・建具表による　　　・

(16.7.2)(表16.7.1)

　　見込み寸法　※36mm　　・建具表による　　・

錠前類

クローザ類

握り玉，レバーハンドル，押板類，クレセントの取付位置　

鍵12

鍵の制作本数　※各室３本１組　　・

13 自動ドア開閉装置

　・建具表による　　・

　・建具表による　　・

　・建具表による　　・

マスターキー　・製作する　　　　・製作しない (16.8.4)

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

(16.9.2～5)

引き戸用検出装置の種類は標準仕様書表16.9.4による

14 自閉式上吊り引戸

15 重量シャッター シャッターの種類　・管理用シャッター

　　　　　　　　　・外壁用防火シャッター

　　　　　　　　　・屋内用防火シャッター

　　　　　　　　　・防煙シャッター

性能

スラット及びシャッターケース用鋼板

　鋼板の種類　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　　　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

管理用シャッターのシャッターケース　・設ける　　・設けない

　めっきの付着量　※Z12又はF12　　・

(16.10.3)

開閉方式の種類（標準仕様書表16.11.1)

(16.11.2)

(16.12.2)(表16.12.1)

　　　めっき付着量　※Z06又はF06　　・

　　　めっき付着量　※AZ90　　　　　・

(16.13.2)(16.13.3)

適用は以下によるほか，ガラスの種類，厚さの組合せは建具表及び図示による。(16.14.2)

　　種別，工法　・Ⅰ型　　　　・Ⅱ型

鍵箱　　　　　・有り　　　　　　・無し

自動ドア開閉装置の性能 　※グレイジングチャンネル形

・建築用ガスケット

・シーリング材

・

・シーリング材

・

・

・シーリング材

ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類

※建具の製造所の仕様による

・

※建具の製造所の仕様による

・

※建具の製造所の仕様による

・

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

アルミニウム製

Ｇ

Ｇ

Ｇ

　※Ａ種　　　・Ｂ種

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

(16.7.2)

表面材の品質等

　※水掛り箇所1類，その他2類以上

・(　　　　　　　　　)

　※水掛り箇所1類，その他2類以上

　・

　・

・(　　　　　　　　　)

接着の程度

　※水掛り箇所1類，その他2類以上

　・

・(　　　　　　　　　)

・ミディアムデン

　シティファイバー

　ボード（ＭＤＦ）

表裏面の状態による区分(　　　　　　　　　)

曲げ強さによる区分(　　　　　　　　　)

接着剤による区分(　　　　　　　　　)

難燃性による区分(　　　　　　　　　)

・(　　　　　　　　　)

　表面材の材料のホルムアルデヒド放散量

　　※標準仕様書16.7.2(ｲ)(a)による　　　・

　　※表16.7.6による　　　・

　引戸の定規縁

　　・召し合せかまちをいんろう付きとする

(16.7.2)

(16.7.2)(表16.7.2)

(16.7.3)

(16.7.4)

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)

（16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)

　　表面材の種類，品質等（　　　　　　　　　　　）

（16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4)

(16.7.3)(表16.7.7)

　・

　※標準仕様書表16.8.2による　　・

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※標準仕様書表16.8.3による　　・

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※標準仕様書表16.8.4による　　・

木製建具に使用する戸車及びレール

　※標準仕様書表16.8.5による　　・

(16.8.3)

戸の開閉方式　　　・図示による (16.9.2)

(16.9.2)

駆動装置の性能

　※引き戸用駆動装置の場合，標準仕様書表16.9.1による

　　防鋪の適用　　　・適用する　　　・適用しない

車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能

　※標準仕様書表16.9.2による

　　　防鏑の適用　　　・適用する　　　・適用しない

検出装置の性能

　※引き戸用検出装置の性能は標準仕様書表16.9.3による

　　防鋪の適用　　　・適用する　　　・適用しない

　・

(16.9.2)

　種類　・光線（反射）センサー　　　・熱線センサー

　　　　・音波センサー　　　　　　　・光電センサー

　　　　・電波センサー

　　　　・タッチスイッチ

　　　　　(・無線式タッチスイッチ ・光電式タッチスイッチ）

　　　　・押しボタンスイッチ

　　　　・車椅子使用者便房スイッチ

　　　　　(・大形（開・閉）押しボタンスイッチ　　　・非接触スイッチ）

凍結防止措置

　　　・適用する　　　・適用しない

(16.9.2)

　※標準仕様書表16.10.1による　　　・図示による

外壁開口部に設ける重量シャッター　　　耐風圧強度（　　　）pa

　※電動式（手動併用）　　・手動式

安全装置の設置箇所

　急降下制御装置又は急降下停止装置の設置個所

　　・図示による　　　・

　障害物感知装置の設置個所　　　・図示による　　　・

　危害防止機構の設置個所　　　　・図示による　　　・

ステンレス鋼板の種類

　※ SUS304，SUS430J1L 又は SUS443J1　　　・

(16.11.2)

(16.11.3)

(16.11.3)(16.6.3)

　障害物感知装置の設置個所　　　・図示による　　　・

スラットの種類

　・インターロッキング形　　　・オーバーラッピング形

区分，材料

　タイプ

(16.12.3)

(16.12.4)

・フロート板ガラスの品質及び厚さの呼びによる種類

　　・図示（※建具表　　・　　　）による　　　・

・型板ガラスの厚さによる種類

　　・図示（※建具表　　・　　　）による　　　・

・網入板ガラス及び線入板ガラス

　網又は線の形状，板の表面の状態，厚さの呼びによる種類

　　・図示（※建具表　　・　　　）による　　　・

・合わせガラス

　材料板ガラスの種類，厚さの組合せ，合わせガラスの合計厚さ，特性による種類 

　　・図示（※建具表　　・　　　）による　　　・

・強化ガラス

　形状による種類，材料板ガラスの種類による名称（呼び厚を含む)，特性による種類 

　　・図示（※建具表　　・　　　）による　　　・

・熱線吸収板ガラス

　板ガラスによる種類，厚さによる種類，性能による種類

　　・図示（※建具表　　・　　　）による　　　・

・複層ガラス

　材料板ガラスの種類，厚さの組合せ，複層ガラスの厚さ，断熱性による区分，日射取

　　・図示（※建具表　　・　　　）による　　　・

　得性及び日射遮蔽性による区分，乾燥気体の種類 

・熱線反射ガラス

　材料板ガラスの種類，厚さによる種類，日射熱遮へい性及び耐久性による区分

　　・図示（※建具表　　・　　　）による　　　・

・倍強度ガラス

　材料板ガラスの種類，厚さによる種類

　　・図示（※建具表　　・　　　）による　　　・

樹脂製
　・グレイジングチャンネル形

・建築用ガスケット ※建具の製造所の仕様による

・

(16.14.2)(16.14.3)(図16.14.1)

(16.11.2)

(16.11.2)

15

左
官
工
事
　
続
き

　・

　・建具表による　　・図示による

　・建具表による　　・図示による

　外部に面する建具の日射熱取得性の等級

　　・

　　　

　ガラス　　※複層ガラス　　・

　 した位置とする。

装置

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　

施工箇所は

仮設図に

記載

建築工事特記仕様書（6）
A-006



強化ガラス・耐熱強化ガラス

倍強度ガラス及び

強化ガラス

耐熱強化ガラス

本項は倍強度及び強化ガラス・耐熱強化ガラスを使用するすべての箇所に適用する。

倍強度ガラス

・表面圧縮応力度の管理を行う。

・管理値はASTM Internationalの基準を採用し、52Mpaを上限とし、下限値はJISに基づ

・サンプリング 50枚以下の場合は全数検査。50枚を超える場合は50枚か、製造日、大

　きさ、厚さのそれぞれ毎に2枚以上のどちらか多いほうの数の検査を行う。

・ヒートソーク処理を全数行う。

一般事項 設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

総合図（施工図）

イ. 工事に先立ち、総合図を作成し監督職員の承諾を受ける。

ロ. 総合図には特に下記の事項を記載する。

　　層間変位追従方式（構造体への取付部、ユニット間の接合部）、パネル割付、ガラ

　　ス厚と割付・取付金物配置、部材断面、プレキャストコンクリートパネルの配筋及

　　び埋込金物、パッキング・シール材・インシュレーション・スベリ材、層間区画部

　　分の耐火被覆、表面処理・裏面処理、結露水及び浸入水の排水経路、防水層とパラ

施工計画書

イ. 工事に先立ち施工計画書を作成し、監督職員に提出し、承諾を受ける。

ロ. 施工計画書は特に下記の留意事項について作成する。

　　カーテンウォールの性能書（各種計算書・建具性能試験報告書・シーリング資料な

　　仕上げの材料、工法、品質管理及び規格同証明、検査基準要領、取付け方法、取付

　　け精度等。

試験

・ 性能確認試験　　※ 行わない　　・ 行う

・ 試験の種類・耐風圧（　）・耐震（　）・水密（　）・気密 （　）・

遮音（　）

・ 試験体の製作　※ 製作しない・製作する（寸法※ 実物大  ・      ）

PC取付用ブラケットは鉄骨工事とし、二次ファスナー以降はPC工事とする。

　階段用 型・ ・ 型

表面

形状

外側

※15以下

・

内側

※6以上

呼び寸法 厚さ 色　調 目地幅(mm)

平積み 曲面積み

伸縮調整

目地(mm)
防火性能

※無し

・有り

※6m以下

ごとに

10～25

・図示

・

・正方形

・長方形

・125×125

・320×320

・250×125

・320×160

・200×200

・160×160

※8～15

・15～25

・

・ ・

・・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

乳白

19 ガラスブロック

　　　寸法　※径5.5mm　・

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　）

工法

曲面積みの曲率半径は，ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

壁用金属枠及び補強材　・設ける（形状　※図示　　・　　　　　　）

　　　　　　　　　　　・設けない

　　　形状　※はしご形状複筋及び単筋　　・

力骨　材質　※ステンレス鋼(SUS 304) 　　・

金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　　・アルミニウム製

　　　　　　　　　寸法　・図示による　　・

　　　　　　　　　形状　・図示による　　・

　※ガラスブロック製造所の仕様による　　　・図示による

目地部の横力骨の納まり

(16.14.5)

 　80

 　95

 　80

 　95

・ 95

・125

・ 95

・125

材料等

(mm) (mm)

シーリング材の種類　（　　　　　　　　　　）

(16.14.5)

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　・図示による　　　・

　木下地の場合の壁用金属枠の取付け間隔（　　　　　　　　　　）

耐温度

・1.0

・

断熱性遮音性

・0.5

・

耐震性能
水密性 気密性

・30分

・1時間

耐火性

・80

・70

・60

17 性能

主成分による区分
被着体の組合せ

記号

シーリング材の種類

シーリング材（ガラスの取付けは除く）

　下表以外は標準仕様書表9.7.1による

性能の確認方法及び判定方法

　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料

ウォール

メタルカーテン2 適用は以下によるほか，カーテンウォール図による

　・アルミニウム材　　・鋼材　　・ステンレス鋼材

　　（アルミニウム材の場合）

　　　　規格等　標準仕様書16.2.3による

　　　　着色　　　・標準色　　・特注色

　　　　映像調整　・行う　　　・行わない

　　　　種別　　　・　　　　　　　　　

金属系材料の種類

　　　垂直方向　※±25mm　　・

　　　鉛直方向　※±10mm　　・

　　　目地の幅　　　　　　　　　　　　　※±3mm　　　・　　mm

3 PCカーテンウォール 適用は以下によるほか，カーテンウォール図による

　コンクリート　種類（　　　　）

　　　　　　　　　　　気乾単位容積質量

　　　　　　　　　　　　　・
3

材料

形状及び仕上げ

1 取付方法，性能等

パイル形状

※ループパイル

・カットパイル

※6.5

・カット，ループ併用

合成樹脂塗床7

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材

・薄膜型塗床材

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

・ｱｸﾘﾙ樹脂塗床材

・ニードルパンチカーペット

・タイルカーペット

　厚さ（mm）　（　　　　）

　備考　　　　　（　　　　　　）

・

※6.5

・

※6.5

・

総厚さ（mm） 備考

　　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　　・市松敷き　　・

　タイルカーペットの敷き方　　平場　　　※市松敷き　　・模様流し　　・

（JIS K 5970）

（防塵塗料塗り）

※平滑仕上げ　　

　・水性色 ・溶剤系

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ　

・つや消し仕上げ

・防滑仕上げ　　

塗布量（kg/㎡）　

　・　　

表面仕上げ　

　・平滑　 ・防滑　

溶剤　　

仕上げ色 　

　・標準色 ・

工程

※平滑仕上げ

仕上げの種類

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

パイル形状種　別 色柄等織り方

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ ・適用する

・柄物

　（標準品）

・無地・A種

・B種

・C種

・織じゅうたん

帯電性 備　考

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

カーペット敷き7

・適用しない

(19.3.2)(表19.3.1)

パイル長（mm）パイル形状

・ループパイル

・カットパイル

・レベルループパイル

・全面接着工法

・グリッパー工法 ・適用する

・カット，ループ併用

・タフテッドカーペット

　織じゅうたんの接合方法　※ヒートボンド工法　　・

工法 帯電性 備考

・

・

・

・

・適用しない

　下敷き材(グリッパー工法の場合)　

Ｇ

(17.1.3)

(17.2.2)

　下敷き材

　　※JIS L 3204（反毛フェルト）の第2種1号　呼び厚さ8mm　　・

　帯電性　　　・適用する

　　　　　　　・適用しない

種　類 工　法

(19.4.2)

　　　各階の基準墨から各部材までの距離　※±3mm　　　・　　mm

・薄膜流しのべ工法

・厚膜流しのべ工法

　※Ｆ☆☆☆☆　　・

合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド放散量

　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びせっこうプラスター面

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種　・C種

※B種　・A種

下地面等 種　別

木部

・A種　・B種

せっこうボード面

及びその他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

見え掛り部分

見え隠れ部分

※A種　・B種

標準仕様書

下地面等 工程の種別鯖止め塗料の種別

鉄鋼面

1

2

3

材料

素地ごしらえ

錆止め塗料塗り

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　　・屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする

(18.1.3)

　　・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　　　）

コンクリート面（DP以外）及びＡＬＣパネル面

コンクリート面（DP）及び押出成形セメント板面

18

　カーテンウォールの仕上げ　　・図示による

　構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差（mm）

　　※標準仕様書表17.3.2による　　　・図示による

　製品の見え掛り部の寸法許容差

　　・上記以外

　　　　開口部内法寸法（　　　mm）ねじれ，そり（　　　mm）

　　　　辺長　　　　　（　　　mm）対角線長の差（　　　mm）版厚（　　　mm）

　　　　先付け金物の位置（　　　mm）

　　　目地両側の段差　　　　　　　　　　※＋2mm　　　・　　mm

(17.3.2)

　鉄筋　　　　　種類記号　※SD295　　・

　　　　曲がり　　　　（　　　mm）面の凹凸　　（　　　mm）

(18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)

鋼製建具

亜鉛めっき

※A種　・B種

※B種　・A種

鋼製建具以外

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

塗　装

　(DP)
ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面，モルタル面等

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部屋内

木部屋外

　ぺイント塗り

・つや有合成樹脂

　エマルション

・耐候性塗料塗り

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

・クリヤラッカー塗り(CL)

・合成樹脂調合

　ペイント塗り(SOP)

種　別

※B種　・A種

※B種　・A種

※A種　・B種

4 塗装

・ステイン塗り

・木材保護
屋外

19 接着剤のホルムアルデヒド放散量接着剤1 (19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)

　・規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

ビニル床シート2

ビニル床タイル3

4 特殊機能床

※KT（コンポジションビニル床タイル）・無地

・・柄物・TT（単層ビニル床タイル）

・FT（複層ビニル床タイル）

・FOA（置敷きビニル床タイル）

・FOB（薄型置敷きビニル床タイル）

種類の記号 色柄 寸法（mm） 厚さ（mm） 備考

・2.5

・3.0

・

・300×300

・450×450

・500×500

※FS（複層ビニル床シート）

・

・無地

・マーブル柄

・柄物

厚さ（mm）

※2.0

種類の記号 色柄 備考

シート・タイルの種別

・帯電防止床シート

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル

・耐動荷重性床シート

・防滑性床タイル

・防滑性床シート

ゴム床タイル

ビニル幅木 　材質　　　　・軟質　　・硬質

　高さ（mm）　・60　　・70　　・100

　厚さ（mm）　※1.5以上　　・

5

6

　接合部の処理　　　※熱溶接工法　　　・

　厚さ（mm）　・3.0　　・4.5　　・6.0　　・9.0

　寸法（mm）　（　　　　　　　　　　　　　）

（19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

Ｇ

Ｇ

接着剤に含まれる可塑剤は，難揮発性のものとする。

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の

厚さ，寸法，形状（mm）性能

（18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)

標準仕様書 表18.4.3

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

・A種　・B種　・C種

　　　－

　色柄　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

※2.0

　種類　　　　・単層品　　　・積層品

見切り，押え金物　・適用する（材質，形状等　・図示　　・　　　　　　）

　　　　　　　　　・適用しない

（19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～19.4.8)

　（弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系

　塗床材）

　（エポキシ樹脂塗

　床材）

(18.2.2～18.2.7)(表18.2.1～表18.2.7)

　　　目地の芯の通り　　　　　　　　　　※＋2mm　　　・　　mm

　補強鉄線　　　径（mm）　・3.2　　・4.0　　・5.0　　・6.0

　　　　　　　　網目寸法　・

　　　・セラミックタイル

　・先付け材料の仕上材

　・建具枠

先付けの材料

　・ゴンドラ用ガイドレール

　　　・石材（ ・花こう岩　　・大理石　　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　・普通コンクリートの場合　2.1t/㎥ を超え2.5t/㎥ 以下

　　　　　　　　　　　単位水量の最大値　　※185kg/m　　・

　　　　　　　　　　　スランプ　　　　　　※12cm 　　　・

　　　　　　　　品質　設計基準強度（Fc）　※30N/㎟ 　　・

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
工
事

塗
装
工
事

内
装
工
事

耐風

圧性 差性(℃)

(17.1.3)

(表14.2.1)

(17.2.2)

ガラスの取付け材料

　・シーリング　（種類：　　　　　　　　　　）

(17.2.2)

　・構造ガスケット　（材質，形状等・図示　　　　　・　　　　　）

断熱材 (17.2.2)

　厚さ(mm)（　　　）

　施工箇所・図示による　　・

　種類（　　　　　　　　　　　）

　ガラス溝の寸法，形状等　※カーテンウォールの製造所の仕様　　・

　見え掛かり部の仕上げ　　・

　製品の寸法許容差　　　　※標準仕様書表17.2.1による　　　　　・

形状及び仕上げ

取付け

　躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

　　※標準仕様書表17.2.2による　　　・図示による

　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

　　※標準仕様書表17.2.3による　　　・図示による

ガラスの取付け方法

　・

(17.2.3)

(17.2.5)

(17.2.6)

A

シーリング材

　下表以外は標準仕様書表9.7.1による

(17.3.2)

主成分による区分
被着体の組合せ

記号

シーリング材の種類

ガラスの取付け材料

　・構造ガスケット　（材質，形状等・図示　　　　　・　　　　　）

耐火目地材　　　・

　厚さ(mm)（　　　）

　施工箇所・図示による　　・

　種類（　　　　　　　　　　　）

断熱材

(17.3.2)

(17.3.2)

(17.3.2)

(17.3.2)

(17.3.3)(表17.3.1)

　　※標準仕様書表17.3.1による

　・図示による　　　・

(17.3.4)製作

　配筋　　　・図示による　　　・

取付け

　躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

(17.3.4)

　　※標準仕様書表17.2.2による　　　・図示による

ガラスの取付け方法

　・

(17.3.6)

　※Ｆ☆☆☆☆　　　・

・防火材料

種別

耐候性塗料塗り(DP)の場合

上記以外の場合 ※C種　・A種　・B種

・A種　・B種

鋼面

SOP A種

DP
1回目　　 C種

2，3回目　D種

EP-G ※B種　・A種

表18.3.4

※A種　・B種

※A種　・B種

標準仕様書

SOP A種

DP
1回目　　 C種

2，3回目　D種

EP-G ※B種　・A種

表18.3.4

※A種　・B種

標準仕様書

SOP ※A種　・B種

DP B種

EP-G C種

表18.3.6

※A種　・B種

標準仕様書

SOP ※B種　・A種

DP B種

EP-G C種

表18.3.6

※B種　・A種

種別

標準仕様書 表18.7.1

標準仕様書 表18.7.2

木部

屋内の鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※B種　・A種

標準仕様書 表18.8.2

標準仕様書 表18.8.4

・ピグメントステイン塗り

・オイルステイン塗り(OS)

　　　－

　塗料塗り(WP)

塗料の種類等

　　種別がA種の場合における，標準仕様書表18.5.1の工程2

　　　・塗料の種類（　　　　　）

　耐候性塗料塗り(DP)

　　上塗り塗料の等級　　　鉄鋼面　　　　　（　　）級

　　　　　　　　　　　　　亜鉛めっき鋼面　（　　）級

(表18.5.1)

(表18.7.2)

　クリヤラッカー塗り（CL)

　　標準仕様書表8.10.1の工程1の着色

　　　・適用する

　オイルステイン塗り(OS)の仕様

　　・図示による　　　　　・

　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) (表18.10.1)

(表18.11.2)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・

　・図示による

ビニル床シート、ビニル床タイル、ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分

(19.2.2)(表19.2.1)(表19.2.2)

下地の施工

　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)から（ｳ)以外の下地の工法

　　・図示による

(19.2.3)

材料

・

・

(19.2.3)

材料

材料

種類

ー

ー

ー

ー

厚さ：

寸法：　　　厚さ：

形状：

厚さ：

厚さ：

寸法：　　　厚さ：

　色柄，パイル糸の種類等

　　※色柄は模様のない無地のもの

　　・

　　※JIS L 3204（反毛フェルト）の第2種1号　呼び厚さ8mm　　・

　　・

　見切り，押え金物

　　・適用する（材質，形状等・図示・　　　）

　　・適用しない

(19.3.3)

（19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

　見切り，押え金物

　　・適用する（材質，形状等・図示・　　　　　　）

　　・適用しない

　　・

※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

種類 寸法（mm）

・

※500×500

・

※500×500

・

※500×500

施工箇所

　・規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

種類

施工箇所

　（エポキシ樹脂塗

　床材）

（19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

20

　き20Mpaとする。

4

　下敷き材

　※ JIS L 3204（反毛フェルト）の第2種2号　呼び厚さ8mm　・

　・無溶剤系

16

建
具
工
事
　
続
き

　　ペット笠木の取合い等の必要事項。

　　ど）添付。

　　材料の加工方法・接合方法、組立要領、製品精度、防食処理、摩擦音の防止方法、

　(EP-G)

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　

・図示

図示

(図番A-015)

建築工事特記仕様書（7）
A-007



※ 25

※ 50

特定ﾌﾛﾝを使用

※準不燃 ・

・ 一般部

・ 接地部分

ﾒｰｶｰ　性能等の確認できる資料を監督
・木繊セメント板

メーカー　　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける.

暗幕は、遮光等級1級　ドレープ裏地に遮光生地とする。

　・押出法ポリスチレンフォーム　ＪＩＳ A 9521 断熱材3種bA　厚さ（    ）mm　

　・木繊  セメント板　厚さ50（床下防湿ｼ-ﾄなし）　・

　　　　　　　　　　　　　　　　(免震ピット部，地下ピット除く)　　　

　　　　　　　・行わない

・フローリング

・フローリング

Ｇ

　ボード1等

　ブロック1等

8 フローリング張り

単層フローリング

・

・

・

・

・塗装品

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

・釘留め工法

・接着工法

　(根太張り)

・釘留め工法

　(直張り)

・接着工法

※なら

・

※なら

・

※なら

・

※なら

・

厚さ，幅及び長さ樹種 仕上塗装
の適用

間伐材等

Ｇ

フローリング

複合フローリング

※なら

・

厚さ，幅及び長さ樹種

種　類 工　法

種　類 工　法

※標準仕様書表19.5.1

・

・

・

・

フローリングのホルムアルデヒド放散量

（19.5.2～19.5.5)

現場塗装仕上　・行う（施工箇所　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　　　　　　　　　　・オイルステインの上，ワックス塗り

　　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り

（19.5.2)

（19.5.2～19.5.5)

（天然木化粧）

複合 ※標準仕様書

接着工法の場合の不陸緩衝材

　※合成樹脂発泡シート　　　・

（19.5.5)

・A種 ・B種 ・C種

※標準仕様書

※標準仕様書

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 DR

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号 RW-B ・25　・

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K GW-B ・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　・

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-R ・12.5（不燃）・15（不燃）・

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-NC 9.5（不燃）化粧無（下地張り用）

　　　　　 化粧有（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-S 12.5（不燃）

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-F ・12.5（不燃）・15（不燃）

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ GB-L 9.5

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-D 12.5（不燃）　幅440mm程度

模様（・柾目　・板目）専用下地材有り

GB-D
9.5（準不燃）

・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ（・9 （不燃）・12（不燃）

・凹凸ﾀｲﾌﾟ（・12（不燃）・15（不燃）

JIS K 6903 による厚さ（※1.2・　　）・ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂化粧板

壁紙張り

せっこうボードの目地工法

　　　　　　　　　・適用しない

合板のホルムアルデヒド放散量

11

せっこうボード等の下地　※図示　　・

遮音シール材　　　・適用する（ ・シーリング材　・ジョイントコンパウンド ）

合板類の張付け　・A種　　・B種　

9 畳敷き 種別

下地の種類　・標準仕様書表12.6.1による床組

　　　　　　・ポリスチレンフォーム床下地(ノンフロン　  )Ｇ

畳表及び畳床はホルムアルデヒド，アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか，

発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

(19.6.2)(表19.6.1)

　・規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

Ｇ

壁紙の種類

断熱材

用した断熱材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

ロックウール，グラスウール，フェノールフォーム，ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使

・断熱材打込み工法12

紙 繊維
プラス

チック
無機質 その他

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・不燃　・準不燃　・難燃

防火性能 備考施工箇所

・押出法ポリスチレン

厚さ（mm）

・ ・

・硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

・

・

・

・

施工箇所

・断熱材現場発泡工法

  　施工箇所　　　　・図示による　　　　・

　※B種　　・A種

せっこうボード面の素地ごしらえ及びけい酸カルシウム板面の吸込止めの塗布等の素地

コンクリート面及びALCパネル面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ

種　類

　　吹抜け厚さ（mm）・25　　　・30　　

(19.9.3)

　・規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

ホルムアルデヒド放散量

　・規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

　　断熱材の種類　　・A種1　　・A種1H　 ・

(19.8.2)

(表18.2.4)

(表18.2.5)

(表18.2.7)

・ビーズ法ポリスチレン

種　類

　ボード

・ホワイト

・鋼製黒板

寸法（mm）

・平面

・曲面

・曲面

・平面 ・スクリーン付き引分け

・

・

・

※緑

・黒

※焼付け

形　式

・スクリーン付き引分け

色

1 フリーアクセス

備考

・

・3,000N

・5,000N・0.6G

施工
構　法 寸法(mm) 高さ(mm)耐震性能 所定荷重 表面仕上げ材

・500×500

・・置敷式

・支柱調整式

20

　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)による　　・

・ ・

(20.2.2)

(20.2.10)

(20.2.11)

取付箇所　（　　　　　　　　　　　　）　

・衝突防止表示（ガラススクリーン等）

案内用図記号はJIS Z 8210による。

黒板及び

ホワイトボード

鏡

表示

8

9

10

Ｇ

　　形状，寸法（ ・30φ　　　　　　・　　　　　　）

　　材質　　　（ ・ステンレス製　　・　　　　　　）

寸法（mm）　・図示による　　・

厚さ（mm）　※5　　　　　　 ・

・1.0G・

配線用取り出しパネル

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　・20～30パーセント　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　

可動間仕切2

　　　　　　　　　　・図示

材質
構造形式

パネル

表面仕上材

厚さ

（mm）

総厚さ

（mm）

・スタッド式

・スタッド式

（内蔵）

（露出）

・0

・12

・20

・28

・36

パネル表面

仕上げ

・パネル式

　パネル式

・スタッド

遮音性能 防火

移動間仕切

・部分電動式

・手動式

・電動式

・

・

・鋼板 ・36未満

・36以上

走行方向
操作方法 圧接装置の

操作方法

総厚さ

（mm）

パネル表面材

(dB/500Hz)

遮音性

　移動式

・平行方向

・二方向

　移動式

・プッシュ式

・ハンドル式

・焼付塗装

・壁紙張り

・

材質 仕上げ

ハンガーレールの取付け下地の補強

パネルの材料のホルムアルデヒド放散量

表面仕上材の品質，性能は，標準仕様書19章による。

　配線取り出し開口　・パネル1枚につき，40mm×80mm　程度の開口1箇所以上

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質，性能は標準仕様書19章による

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質，性能　標準仕様書19章による

遮音性は，JIS A 6512に準拠し，中心周波数500Hzの音についての透過損失とする

構成材の材質　・アルミニウム製　　・鋼製(仕上げ：　　　　)　　・

スロープ及びボーダー　・製造所の仕様による　　・図示

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　・なし　　・あり（形式，施工箇所：図示）

構成基材の種類

(20.2.3)

・

・鋼板・ ・0.6

・0.8

・不燃・メラミン樹脂

　焼付又はアク

・壁紙張り　

(20.2.4)

　・図示による

パネル内に取付ける建具 ・あり（寸法及び形状　・図示　・　　　　）　 ・なし

寸法精度

帯電防止性能　・U値（クラス1）　　・U値（クラス2）

漏えい抵抗　　・R≧1×10Ω6　 　　・

　・標準仕様書20.2.4(3)(ｳ)による

トイレブース

※幅木タイプ

・・ポリエステル樹脂系化粧板

・メラミン樹脂系化粧板

・

(20.2.5)

・アルミニウム製

・ステンレス製

視覚障害者用

施工箇所

・塩化ビニル製

・レジンコンクリート製

・コンクリート製

・レジンコンクリート製

・コンクリート製

・300×300　・

・300×300　・

・300×300　・

・300×300　・

・300×300　・

・7.0 ・

・

・

・

・

厚さ（mm）寸法（mm）

パネル材料のホルムアルデヒド放散量

・セラミックタイル（Ⅱ類）

・セラミックタイル（Ⅰ類）

・磁器質タイル（Ⅰ類）

・せっ器質タイル（Ⅱ類）

・表面材と同材

※製造所の仕様による

(11.2.2)(19.2.2)

ブロックパターンは JIS T 9251 による

階段滑り止め

形　状

・ひも型

・タイヤ型

取付け工法

※接着工法

・埋込み工法

7

手すり

・クリヤラッカー

・

・

・HL

・EP-G

・

・35

・45

・

表面仕上げ 取付箇所

・黄銅製押出型材

・アルミニウム製

※集成材

・ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・ステンレス製

・ビニル製ハンドレール

・SOP

ドアエッジの材質パネル表面材の材質

屋内

屋外

(20.2.7)

直径（mm）

種　類

脚部の種類

材　種

材　種 備　考

　・規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

ランナー

　・図示による

　・標準仕様書20.2.4(3)(ｶ)による

ハンガーレール

　・図示による 遮光性能材　種 操作方式

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・1級

・2級

・3級

幅，高さ 取付箇所

・

・図示

・

・図示

・

・ポリエステル

その他の表示　※図示

工法（　　　　　　　　　　）

煙突用成形ライニング材

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合

クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

Ｇ

・シングル

・ダブル

形　式

・片引き

・引分け ・ひも引き

・手引き

・電動 ・フランスひだ

ひだの種類
取付

・

開閉操作
備考

（暗幕）

・箱ひだ，片ひだ

・プレーンひだ

生地の種別，品

質，特殊加工等

品については　 とする

使用される繊維のうち，ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製

巻取りパイプ，ウェイトバー，操作コード又は操作チェーンその他の材料

※製造所の仕様による　　・

暗幕用カーテンの両端，上部及び召合せの重なり

Ｇ

(20.2.16)(表20.2.1)

(20.2.15)

(20.2.14)

(20.2.13)煙突ライニング

ブラインド

ロールスクリーン

カーテン

12

13

14

15

Ｇ

　・標準仕様書20.2.4(3)(ｵ)による

・図示・

・

・

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

　・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N）

・衝撃緩和型畳

　畳表(JIS A 5902)　・ C1　・ C2

吸音材料

　（木目）

せっこう

MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　　　・

ボード表面への化粧張仕上げの有無

　・有り（種類：　　　　　）　　　　　・

天井のボードの重ね張りの張り付け方法(ロックウール吸音板を除く）

　（　　　　　　　　）

（19.7.3)

　種類

　　・図示（仕上げ表）による　　　・

　せっこうボードのエッジの種類（突付け工法，目透し工法の場合)

　　・図示による　　　・

種　類 規　格

材料(合板張り)

・普通合板 表面の樹種名（　　　　　　　　　　）Ｇ

生地，透明塗料塗り（※ﾗﾜﾝ程度　・　　　　）

板面の品質（　　　　　　　　　　）

厚さ(mm)（　　　）

接着の程度（　　　）

・天然木化粧合板 化粧板の樹種名（　　　　　　　　　）

接着の程度（・1類　・2類 ）

厚さ(mm)（　　　）

・特殊加工化

Ｇ

Ｇ

化粧加工の方法

表面性能（　　　　    　）

接着の程度（・1類　・2類 ）

厚さ(mm)（　　　）

　　　不透明塗料塗り（※しな程度 ・　　　）

防虫処理

・行う

・行わない

・行う

・行わない

・行う

・行わない・オーバーレイ ・プリント ・塗装

（19.7.2)

（19.7.3)

　・規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

　※標準仕様書19.7.2(2)(ｲ)のいずれかによる

（19.7.3)(表19.7.3)

　※Ｆ☆☆☆☆　　　・

種類

施工

(19.8.2)

(19.8.3)

モルタル及びプラスター面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ

　※B種　　・A種

　※B種　　・A種

種類(記号)断熱材名

(19.9.4)

フェノールフォームを使用した断熱材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　　　・

材料等

耐荷重性能，耐衝撃性能，ローリングロード性能，耐燃焼性能の試験方法

　※標準仕様書20.2.2(2)(ｲ)による　　・

　・規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

　※Ｆ☆☆☆☆　　　・

材料等

材料等

による種類

パネルをランナーに取り付ける部品

　・図示による

　・標準仕様書20.2.4(3)(ｴ)による

あと施工アンカー

　・使用しない

　・使用する　　種類：　　　　　材料：　　　　　寸法：

材料等

　※Ｆ☆☆☆☆　　　・

材料等 (20.2.6)

材料等

端部フラットエンド

・あり

・なし －

・ビニル製

・ステンレス製

寸法(mm)

・

・

幅（mm）

・約35

・

材料等

・誘導標識、非常用進入口等の表示等

　　※消防法に適合する市販品　　　・

(20.2.11)

室名札，ピクトグラフ，案内板等の形状寸法材質色，書体，印刷等の種別，取付け形式

　・図示による　　　・

(20.2.11)

タラップ11 材料の種類　　　※ステンレス製　　　・

仕上げ　　　　　※研磨等の仕上げを行わない　　　・

(20.2.12)

　適用安全使用温度　・400℃　　・650℃　　・

キャスタブル耐火材　煙突用成形ライニング材の製造所の指定する製品とする

材料等

品質

・

材料等

・つまみひだ (三つ山

　ひだ，二つ山ひだ） 

方式

　※300mm以上　　・

種　類

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・15　・20　・25　・

・中質木毛セメント板 MW ・15　・20　・25　・

NW ・15　・20　・25　・

・硬質木片ｾﾒﾝﾄ板 HF ・12　・15　・18　・21　・

・普通木片ｾﾒﾝﾄ板 ・30　・NF

0.8FK

1.0FK
ﾀｲﾌﾟ2（無石綿）　・6　・8

HW

・けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

JIS記号

Ｇ

Ｇ

Ｇ

厚さ（mm），規格等

10

その他ボード及び

合板張り

せっこうボード， （19.7.2)(表19.7.1)

Ｇ

Ｇ

・3　・7　・9　・12　・
・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰ

MDF
Ｇ

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（素地）

HB

・研磨板　（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（化粧）
・内装用　・外装用

・2.5　・3.5　・5　・7

・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ
IB A級（・天井仕上　・内装仕上　・　　）

・9　 ・12 　・15 　・18

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・無研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）

木質系

ｾﾒﾝﾄ板

規格名称

繊維強化

ｾﾒﾝﾄ板

・ 　・ 　・火山性ガラス質複層板 

火山性ｶﾞﾗｽ

質複層板

(VSﾎﾞｰﾄﾞ)

繊維板

　ﾎﾞｰﾄﾞ(MDF)

・2.5　・3.5　・5　・7

・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙ

ﾎﾞｰﾄﾞ

・無研磨板　・研磨板

・10　・12　・15　・18　・

・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

・10　・12

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ

・塗装

材料(せっこうボード、その他ボード)

・不燃　・準不燃　・難燃

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・不燃　・準不燃　・難燃

・不燃　・準不燃　・難燃

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・不燃　・準不燃　・難燃

・不燃　・準不燃　・難燃

・クロスA

・クロスB

・クロスC

・クロスD

・クロスE

　　　職員に提出する。

品質等

メーカー　　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける.

メーカー　　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける.

メーカー　　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける.

　※Ｆ☆☆☆☆　　・

※標準仕様書表19.5.3

※標準仕様書表19.5.5

ボード製品

　　　　　 ・19（不燃））

塩化

・

・

・

・

・

・

ビニル

しないもの

材料等

・ほうろう

・曲面

・平面 ・スクリーン付き引分け

・・

※緑

・黒

※焼付け

　黒板

接地部分の断熱材（特定フロンを使用しないもの）

3

4

5

6

  表19.5.2による

　表19.5.4による

　表19.5.6による

・A種 ・B種 ・C種

・A種 ・B種 ・C種

・

仕上塗装防湿処理

19

内
装
工
事
　
続
き

　による

  による

  による

　　　　　　・　　）

　粧合板

ごしらえ

　フォーム断熱材

　フォーム断熱材（スキン層なし）

フロア

箇所

性能

床タイル

　（SUS 304）

　押出型材

箇所

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　

・図示 ・図示

・図示

建築工事特記仕様書（8）
A-008



・ 定礎石　　　※ 花こう岩　彫り込み文字　　・

サイズ　　    ・　　　　　　　　　・

仕様　　・　扉及び中棚付　　・　オ－プン

・ 無し　　　・ 有り　　仕様（                                      ）銘板

定礎

　 大きさ（mm）　・　　

・ 定礎箱　　　※ ステンレス製　　　・ 銅板製　　　・

　 大きさ（mm）　・350×270×70　・　　

金属製避難はしご及び緩降機は国家検定品とし、その他の避難器具は消防庁長官基準適合品とする。避難器具

 ・ 復帰方式（ ※ 手動巻上げハンドル　　・ 電動式 ）

 ・ まぐさ・座板・レールの材質

  （・ 鋼製塗装仕上げ ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製 ）

消火器ボックス 市販品　（ ・ 埋め込み型　　・ 露出型）　（ ・ 扉無し　　・ 扉付き）

材　質　　・ 鋼板製焼付塗装（ ・ 標準色　・ 指定色）　 ステンレス製

※ 消防法などに適合した形状・設置場所とする。

・ 止め金物式　　・　機械２段式　　・図示自転車置場

郵便受箱 ※ ステンレス製既製品　（　　　　　　　　　）　　・

ホルムアルデヒド等

発散材料

ホルムアルデヒドの放散量の等級　　　※　F☆☆☆☆　　　・

・鋼管

・ 断熱形

性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。浸透管及び浸透桝

・T－25用

枠の材質　　・ｽﾃﾝﾚｽ製　　・

性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

・化粧鋼板壁用　・一般壁用

質量区分 備　考

・間知石
－

・Ａ

・Ｂ

・花こう岩

・凝灰岩
－

種　類材　種材　種

　ブロック

・コンクリート間知

コンクリートの設計基準強度

　・図示による

配筋

　※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する。

　・図示による

取付け方法

　※図示による

　・

　※水セメント比55％以下，単位セメント量の最小値300kg/㎡を満足する調合強度

　積み方　　 　 　　　※谷積み　　　　　・布積み

　目塗り　　　　　　　・図示による　　　・

　　　　　　　　厚さ　・図示による　　　・

　伸縮調整目地　材種　・図示による　　　・

(20.4.2)

17

18

コンクリート

間知石及びコンクリ

ート間知ブロック積

み積み

プレキャスト (20.3.2)

レールの材料による区分

　・ステンレス製

レール及びブランケットの強さによる区分

レールの仕上げ　　　　　※アルマイト　　・

レールの形状　　　　　　※角形　　　　　・

材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

　　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）

　・90×150　　・120×80　　・120×150　　・150×80　　・図示による

　　　　　　種別（標準仕様書表14.2.1）　・BC-1種　　・BC-2種

　　　　　　色合い　・標準色（　　　　）　　・特注色（　　　　）

・

・一般形

・600×600

・ ・密閉形

外　枠 内　枠

・額縁タイプ

・目地タイプ

・額縁タイプ

・目地タイプ

・450×450・アルミニウム製

　　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

・屋内外用

・屋内用

形　式材　種 寸　法

(20.2.16)カーテンレール

ブラインドボックス

及び

カーテンボックス

天井点検口

16

19

20

材料等

　※10-90　　　　 ・

　※アルミニウム又はアルミニウム合金の押出し成形材

カーテン付属物　フック（ひるかん）　※鋼製　　　・樹脂製

補強鉄線の径及び網目寸法

　・図示による　　　・

製作 (20.3.3)

(20.3.4)

材料等

工法

溝幅×深さ（mm）　

－

(20.4.3)

材　種

・ステンレス製

・アルミニウム製

クリアランス

・50　　　・100

・150　　 ・

・有り（　　　　　）

・無し

耐火性能 備　考

材　種 備　考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製 ・硬質アルミニウム合金

・

・

受　け　枠

・ステンレス鋼（SUS 304）

・ステンレス鋼（SUS 304）製

・流し台

・コンロ台

・つり戸棚

・水切り

・1,200

・1,500

・1,800

・600

・1,200

・900

・900

・600

・1,200

・550

・600

・650

・550

・600

・650

・450

－

・800

・850

・620

・670

・500

・700

－

市販品

トラップ付き

天板ステンレス製

天板ステンレス製

市販品

市販品

市販品

バックガード有り

ステンレス製

・1段式　・

材　種
Ｗ Ｄ Ｈ

備　考

・アルミニウム

・

材　質 備　考

・埋込み式

・ロープ式 ・ベース式

・バンド式

・ハンドル式

操作方法 固定方法

・同一断面型

・テーパー型

形　式 高さ（m）

・上下式鎖内蔵型

材　種 柱径・肉厚（mm） 高さ（mm）

・ステンレス製

・　 ・　

・　・標準品

　・スプリング式

・　

・

形　式

・鋼製物品棚

・鋼製書架

種　類 規格等 耐荷量による種類

JIS S 1039による ・1種　・2種　・3種

・4種　・5種　・6種　・

形式　　　　・差込式　　　・据置式　　　・壁張り式

施工箇所　　・図示　　　　・

外部は防水型とする

品質・性能　JIS A 4420による

フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　　　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス

　　　　　　　　　・鋼管フェンス

　　　　　　　　　・アルミフェンス

枠の材質　　※アルミニウム製

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・

形状　　　　※図示による　　・

材種　・ステンレス製（SUS 304）　　・

高さ　　　　　　　・図示による　　・

奥行き（mm）　・約450　　・約600

材種　　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石

・回転降下式

・垂直降下式

　（巻取り型）

・線入り磨き板ガラス

※網入り磨き板ガラス

・

※6.8

※不燃布

（不燃認定品）

鋼板製又はアルミ製

アルミ製枠付き

　※天井材張り

　・

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込み型）

表面仕上げ

ガイドレール

・

※500

・

・

※500

※500

・800

・800

材　質 厚さ（mm） 高さ（mm） 備　考

種　類 材　質 高さ（mm） 備　考

・固定式

・可動式

降下機構　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

照明器具　　※有り　　・無し

施錠　　　　※有り　　・無し

合板，集成材，MDF，パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

　　　・花こう石類（文字記号等入り）

種類　※コンクリートブロック製（市販品）

材質形状・寸法　※図示による　　・

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

止水板

エキスパンション

ジョイント金物

くつふきマット

流し台ユニット

旗竿

旗竿受金物

フェンス

鋼製書架及び物品棚

屋内掲示板

洗面カウンター

車止め支柱

防煙垂れ壁

屋外掲示板

敷地境界石標

収納家具

36

37

35

寸　法（mm）

・鋼製

・ステンレス製

寸　法

・一般形

・結露防止形

・600×600

・

・450×450

・密閉形

・アルミニウム製 ・鍵付き・屋内外用

・屋内用

備　考形　式材　種

・垂直方法

・水平方向

・耐火型

・非耐火型・

・完全（全貫通型） ・有り

・無し

備　考防水性能耐火性能タイプ方　向

床点検口

耐震スリット

21

22

目地材

目　地 内　壁 外　壁

目地寸法（mm）

・シーリング材

・シーリング材（内外とも）

・シーリング材

・

・ ・

目地

目地材の材質は標準仕様書表9.7.2による

・幅20×深さ10 ・幅20×深さ10

21

・遠心力鉄筋コンクリート管

材　種

・Ｂ形管

・

形　状 呼び径 備　考

・図示　・

・図示　・

外圧管（1種）

・RS－VU

管の種類

・図示　・・VP・硬質ポリ塩化ビニル管

・VU

・図示　・Ｇ

1 路床22

・盛土 ・図示

・

種　別 材　料 厚　さ　(mm)

・Ａ種　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種　　　　・Ｄ種

・建設汚泥から再生した処理土

・凍上抑制層

・フィルター層

・切込み砂利　

・

・図示

・

・図示

・

※再生クラッシャラン　　　・クラッシャラン

・川砂，海砂又は良質な山砂

路床の材料1 屋外雨水排水 排水管用材料

Ｇ

Ｇ

Ｇ

(22.1.3)(22.2.2)(22.2.3)(21.2.1)(表21.2.1)

排水桝の種類　　　　・図示による　　・

側塊の形状及び寸法　・図示による　　・

基床の厚さ及び種類　・図示による　　・

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料

砂地業に用いる材料

鋳鉄製ふた

・ 

・T－ 2用

・T－ 6用

・T－20用

名　称 種　類 鍵

左記以外の品質等は

備　考適用荷重

鋳鉄製マン

ホールふた （公社）空気調和衛

生工学会SHASE-S209

による

2

・簡易密閉形（パッキン式）

・密閉形（テーパ・パッキン式）

・水封形

・中ふた付き密閉形（テーパ・

砂利地業に用いる材料

　　　　　・再生クラッシャラン　　　　・切込砂利　　・切込砕石

　　　　　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

Ｇ

・現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号

凍上抑制層に用いる材料　　　・

砂を用いる場合の粒度試験　　　・行う　　・行わない

凍上抑制層の厚さ　　　　・図示による　　・

・現場打ちの場合のコンクリート材料

・有

・無

グレーチング

メインバー

ピッチ

亜鉛めっき

(付着量)
上面形状

※普通目

・細目

・平形

・細目 ・（　　）

・（　　）

・平形

－

－

－

－

・凹凸形

・凹凸形

・

・

・

・

適用荷重

3

・縁石

・Ｌ形側溝

・Ｕ形側溝

・Ｕ形側溝ふた

・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

種　類

4 街きょ，縁石，側溝

形状，寸法

材料

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

・T－20用

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

・T－20用

・溝ふた（横断用）

・桝ふた用

・溝ふた（横断用）

・溝ふた（側溝用）

・桝ふた用

・溝ふた（側溝用）

・U字溝用

・U字溝用

・鋼製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

材　質 用　途形　式

砂地業の材料

砂利地業に用いる材料

　　　　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

・現場打ちの場合のコンクリート材料

凍上抑制層に用いる材料　・

　　　　・再生クラッシャラン　　・切込砂利　　・切込砕石

凍上抑制層の厚さ　・図示　　・

砂利地業の厚さ　※100（mm）　　・図示による

　砂を用いる場合の粒度試験　・行う　　・行わない

埋戻し土5

　パッキン式）

・

・硬質ポリ塩化ビニル管継手 ・図示　・・DV

・図示　・・VU継手

※B種（標準仕様書表3.2.1）　　・

路床安定処理　・適用する　・適用しない

　添加材料

　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種

　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種

　　　　　　・生石灰（ ・特号　　・1号 ）　　・消石灰（ ・特号　　・1号 ）

　　添加量を定めるために用いるCBR

2 路盤

試験

路盤の厚さ　・図示による　・

　　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う　　・行わない

　　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　・行う　　・行わない

　　路床締固め度の試験（現場密度）　・行う　　・行わない

　　砂の粒度試験　　　　　　　　　　・行う　　・行わない

　　　　　・粒度調整鉄鋼スラグ　　・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ

3 アスファルト舗装

種　類区分 地　域

コンクリート舗装

コンクリート舗装

舗装の種類 部　位

4

厚　さ　(mm)

材料

加熱アスファルト混合物の種類

試験

コンクリート舗装の厚さ

材料

施工：目地

アスファルト舗装の構成及び厚さ

骨材　　　　　・道路用砕石

　　　　　　　・アスファルトコンクリート再生骨材

Ｇ

Ｇ

(22.4.2)

　(22.4.4)(表22.4.4)

(22.3.2)

・密粒度アスファルト混合物（13）

・細粒度アスファルト混合物(13)

・密粒度アスファルト混合物(13Ｆ)

・一般地域

・寒冷地域

表層

　アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　　・行わない

歩行者用通路

車路及び駐車場 ・図示 ・　

※70　 ・図示　

　早強ポルトランドセメント　・使用する　　　　　　　　　　・使用しない

　注入目地材料　※低弾性タイプ　　　　　　　　・高弾性タイプ

　アスファルト　※再生アスファルト　（ ・60～80　　・80～100 ）

　種類，間隔，構造

カラー舗装 部　位種類・工法

・車道及び駐車場

・歩行者用通路 ・

・図示

1程度以下

3～5

厚さ(mm)5 基　層

透水性6

アスファルト舗装

　　・

材料

配合

試験

試験

・無し

・アスフアルト舗装

・コンクリート舗装

・アスファルト混合物

・石油樹脂系混合物

・ニート工法

・塗布工法

・加熱系

・常温系

　加熱系混合物に添加する材料　・着色骨材（　　　　　）　　・自然石（　　　　）

　結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量　（・　　　％）

　　　　　抽出試験　・行う　　・行わない

　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　　・行わない

　舗装の平たん性

　舗装の平たん性

舗装の平たん性

Ｇ

(22.5.2)

　コンクリート

舗装厚さの許容差　※標準仕様書（22.4.2(3)）による　　・

　加熱系　標準仕様書(22.4.6(3))

　　　　　※再生粒度調整砕石　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ

路盤材料　※再生クラッシャラン

Ｇ

Ｇ

　ニート工法及び塗布工法の配合等　・

排
水
工
事

舗
装
工
事

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.3.1)(表21.3.1)

(21.2.1)

　・規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　　・

　※Ｆ☆☆☆☆　　　・

(21.2.2)

　※接着剤　　・ゴム輪

(21.2.2)

(21.2.1)

（6.4.2(2)）

（6.4.2(1)）

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

　※普通コンクリート　　　・

　設計基準強度※　18N/㎟　　　・

　スランプ　※15cm又は18cm　　　・

　※SD295　　・

(21.2.1)

(21.2.1)

・標準仕様書21.2.2(6) (t)の排水桝を現場打ちとする場合の足掛け金物

　・幅400mm，径22mmのステンレス製

　・径22mmの防錆処理を行った鋼製

　・径19mmの成樹脂被覆加工を行ったもの

(21.2.2)

種類

材料等

(21.3.1)

(21.3.1)

　※普通コンクリート　　　・

　設計基準強度※　18N/㎟　　　・

　スランプ　※15cm又は18cm　　　・

・現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号

　※SD295　　・

(21.3.2)

(21.3.1)

(21.3.1)

(21.3.1)

標準仕様書表3.2.1により

・砂（75μmふるい通過量6％以下）

(22.2.2)(22.2.3)

　安定処理の方法　・置き換え工法　・安定処理工法

(表22.2.1)

(22.2.4)

(22.2.5)

　　　　　・クラッシャラン　　　　・粒度調整砕石

Ｇ

(22.1.3)(22.3.3)(表22.3.1)

　※図示による　　・

(22.1.3)(22.4.3)

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・

　・

(22.4.6)

(22.4.2)

　　※普通コンクリート，標準仕様書表22.5.1による　　・

　　・図示による

(22.5.3)

(22.5.4)

　　※標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による

　　・図示による

　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

(22.5.2)

(22.6.6)

　　・

　舗装の平たん性

　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

舗装の構成　　　※図示による　　　・

材料

　アスフアルト

　　※再生アスファルト（・60～80　　・80～100 ）

　　・ストレートアスフアルト

　　※著しい不陸がないもの　　・

(22.7.2)

(22.1.3)(22.7.3)

(22.7.6)

(22.7.2)

38

39

40

41

42

43

44

6

・

・

・防水防臭形

・不燃シート

屋内消火器ボックス

かぎ箱 市販品　形式　・30組用　・60組用　・120組用　・協議による

室名札等 ・室名札（アクリル板）室名差し込み式　既製品

・ピクトサイン（アクリル板）　（・平付け型　・突き出し型）　既製品

・室名札（カッティングシート貼）

・階段表示（アクリル板）　既製品

構成

・図示　

・図示　

(※5%以上　・　　　　)

45

46

(表22.4.2)

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事
　
続
き

　（見え掛かり部のみ）　（見え掛り部のみ）

　合金製

　（75μmふるい通過量6％以下）

　　　　　　　　・ストレートアスファルト

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　
建築工事特記仕様書（9）
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４  官公庁その他への

   手続き等

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　
建築工事特記仕様書（10）
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特記仕様書

１
　
各
章
共
通
事
項

－

－

(注)１

－
(注)１

(注)１

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　
建築工事解体特記仕様書

A-011



仮設工事

建
築

展
示

電
気

仮囲い・足場等の架払い維持補修

項　　目

工 事 区 分

備　考 建
築

展
示

電
気

項　　目

工 事 区 分

備　考 建
築

展
示

電
気

項　　目

工 事 区 分

備　考

飼育設備

建
築

展
示

電
気

項　　目

工 事 区 分

備　考

監督員事務所の架払い備品維持補修

仮設建物・機械器具等

工事用電力・電話・用水・ガス使用料

完成引渡しまでの試運転に要する電源・給水

・給油等補給

ｽﾘｰﾌﾞ等 天井・壁の照明器具・制気口類の切込

同上開口補強

点検口 床・壁・天井の点検口

備品等

壁・床等貫通部穴埋め及び補修

※ ※ ※

カーテンレール

カーテン

ベンチ・椅子・ソファー・テーブル

サイン1次側電気配管・配線

設備用吊りボルト及びインサート

別
途

別
途

映像音響 展示用映像設備・展示用音響設備

同上一次側電源

展示照明 水槽照明

展示装置用照明

展示通路内照明

同上一次側電源

同上二次側配管・配線

展示造形 展示水槽内擬岩製作・取付

展示造形設置後の水張試験

展示通路内展示造形

水槽廻り枠

RC水槽塗装（グラデーション）

同上ろ過設備一式

同上冷温水配管

RC躯体、及び防水

同上防水・点検口・タラップ・釜場一式

同上アクリル、ガラスの製作・取付・ｼｰﾙ

同上釜場、オーバーフロー

ＲＣ水槽

電気 照明、非常照明、誘導灯設備

コンセント設備

放送設備

自動火災報知設備

空調

飼育ろ過配管

同上総合調整

ろ過槽の熟成運転に必要な淡水

試運転時の試験魚

同上二次側配管・配線

アンカー及びアンカー部防水処理

水槽内擬岩取合い部配管

機
械

機
械

機
械

機
械

工 事 区 分 表

別
途

別
途

展示サイン
グラフィック既存サイン・既存グラフィック撤去・改修

擬岩撤去

メンテナンスデッキ（木デッキ）

躯体以外の 工場製作間仕切壁の開口・取付枠・補強

開口・貫通 現場製作間仕切壁の開口・取付枠

同上補強

間仕切壁開口部の穴うめ・補修

天井付各種器具の開口・取付枠・補強

壁・床の直付各種器具取付枠・補強

既設躯体のコア抜き

天井材　撤去・新設

天井材　撤去・新設

水槽アクリル面結露防止用吹出口・チャンバー

躯体貫通配管部の養生・断熱

その他

※

※

※

擬岩設置後の水槽内清掃

擬岩アク抜き

水槽内生物の移動（工事前後）

水槽内の既存敷き砂、敷き砂利、石等の移動 

※

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 図示

※

※

※

サイン・グラフィック

水槽照明用架台・ブラケット ※

水槽内仕切り板

同上　上部ネット

本工事外の新設の浅瀬モニタ用空配管

A-012



0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　

建築概要

敷地概要

用途地域

その他地域

基準容積率

・第１種住居専用　・第２種住居専用　

・住居・近隣商業　・商業　・準工業　

・高度地区（第　種）・風致地区（第　種）

地名地番

基準建ぺい率

・工業　・工業専用　・市街化調整地域

・30　・40　・50　・60　・70　・80

（％）

（％）

・防火　・準防火　・指定なし　・法２２条防火地域

　　　・地区

・砂防指定地区　・宅地造成工事規制区域

・高度利用地区（　　　　）

・都市計画公園　・駐車場整備地区

敷地面積

道路
　・壁面後退等

・主前面道路（巾18.71m）

・その他前面道路（巾8.00m）

・都市計画道路（・有　　     m　・無）

・壁面後退（・有　　     m　・無）

そ  の  他

・50　・60　・80　・100　・150　・200　・300

滋賀県草津市下物町烏丸地先

42,433.91㎡

・特別用途（　　　　）

・400　・500　・600　・700　・800　・900　・1000

・琵琶湖景観形成特別地区

・総合保養地域整備法重点整備地区

主要用途建物概要
工事種別 ・新築　・増築　・改築　・移転　・改修

・用途変更　・大規模の修繕　

建築面積

延べ面積

既　　設

新設（増設）

合　　計

（    .  ㎡）

建ぺい率

容積率

解体撤去面積 建築面積

延べ面積

棟別概要 棟　　名

用　　途

工事種別

建築面積

床面積

階　　数

構　　造

最高の高さ

最高の軒高さ

（単位㎡）

GL+14.70m

地上 2 階・地下   階・塔屋　　階

合  計

GL+　　　　　

合　　計

新設（増設）

既　　設

・SRC ・RC ・S ・CB

・新築　・増築　・改築　・改修

---.--㎡

12,355.221㎡

4,610.885㎡

・大規模の模様替　・解体撤去

---.--㎡

    23,987.066㎡

    23,987.066㎡

    .  ㎡

    .  ㎡

（    .  ㎡）

（    .  ㎡）

6,474.767

階

4,552.773

1,921.994

 1

 2

博物館

12,355.221㎡

水族棟

博物館

配置図 1:1500(A1)/1:3000(A3)

附近見取図 1:25000(A1)/1:50000(A3)
本館棟

本工事範囲

工事車両動線を示す

図示

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

.   

水族棟

１
階

3200,2400

-2500

-2590

擬石ブロック
90

モルタル

C-Cの上敷モルタル

岩綿吸音板 t=12

LGS+GB-R t=12.5
V 不燃2-

１
階

3000

-1900

-1990

擬石ブロック
90

-

モルタル

C

岩綿吸音板 t=12

LGS+GB-R t=12.5
V 不燃2CS

“琵琶湖の主” -

-

-

■特記事項（すべて同等品以上とする）

・塗装A：水系アクリルシリコン樹脂塗装

国際湖沼
環境委員会ILEC

ロータリー

-2500

-2590

3000

-1900

-1990

直天

+700

-

V

不燃2

不燃2

Cの上敷モルタル（一部新設）

岩綿吸音板 t=12

LGS+GB-R t=12.5

■内装制限

不燃1：仕上のみ不燃材料
不燃2：仕上・下地とも不燃材料
準不燃1：仕上のみ準不燃材料
準不燃2：仕上下地とも準不燃材料
準不燃3：天井仕上を準不燃・壁仕上は不燃
難燃：仕上のみ難燃材料

■塗装仕上の略号

SOP：合成樹脂調合ペイント塗り
CL ：クリアラッカー塗り
DP ：耐候性塗料塗り
EP ：合成樹脂エマルションペイント塗り
EP-G：つや有合成樹脂エマルションペイント塗り
EP-T：合成樹脂エマルション模様塗料塗り

NAD：アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り
OS ：オイルステイン塗り
UC ：ウレタン樹脂ワニス塗り
WP ：木材保護塗料塗り

■法定防火材料認定番号

NM-8576

NM-8578
NM-8577
NM-8619
NM-8613
NM-8614
NM-8615
NM-8599
NM-8601
NM-8605
NM-8605
NM-9975
NM-8585

NM-9645

NM-0916

QM-9828
QM-9824
QM-9826
QM-9705
QM-9701

内部仕上表凡例

擬石ブロック
90

-

■下地・仕上略号

C  ：コンクリート
CB ：コンクリートブロック
LGS：軽量鉄骨
GB-R：せっこうボード（不燃・準不燃）

(直)：直均し
(金)：金コテ押え

・洗い出し平板ブロック:400×400×t60

V

-
“琵琶湖の主”

直天

+500

-

-

-
-

FK t=8

LGS -

直天塗膜防水下地の上保護モルタル

JR草津駅

計画地

琵琶湖

N

N

FU ：フッ素樹脂塗料塗り

塗装
A

塗装
A

EP

EP

EPEP

岩綿吸音板 t=12

LGS+GB-R t=12.5
EP

ビニル巾木（一部新設）
60

-

モルタル
EP

仕上は展示工事

Cの上敷モルタル（一部新設）

-

-
- -

-

直天
-

コンクリート型枠外しのまま

C（直）増打 t=20以上

木製歩廊（一部新設）FRP防水
-

--
“琵琶湖の主”

直天

+500

-

-

-
-

FK t=8

LGS -

コンクリート型枠外しのまま

直天

+700

-

-

-
- -

コンクリート型枠外しのまま

-
-

FK t=8

--

木製歩廊（一部撤去）
-

-

GW-B：ｸﾞﾗｽｳｰﾙｶﾞﾗｽｸﾛｽ付ボタン押え

GB-R t=12.5

-

-

(打)：打放し
(化)：化粧打放し

■廻縁等略号

A  ：アルミ製廻縁
V  ：塩ビ製廻縁

CS：ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(ｼﾝｸﾞﾙ)

階 階.   .   

タラップ

タラップ
FU

FU
コンクリート型枠外しのまま

烏丸半島

“琵琶湖の主”

C（直）

コアユ水槽

- -

-

-

-

-

CS

-

-

C（直）増打 t=20以上

FRP防水 -
-

-

-2020

-1990

コアユ水槽 -1450

-2100

2850 岩綿吸音板 t=12

LGS+GB-R t=12.5
EP

C（直）増打 t=20以上

FRP防水

C（直）増打 t=20以上

FRP防水

-
-

FRP防水、断熱材A,B

・断熱材A：発泡ウレタンフォーム t=30

・FRP防水：ポリルーフ YPL-2工法（不飽和ポリエステルトップ

・遮光カーテン：ミュンヘン（サンゲツ）

・タイルカーペット：インターフェース（川島セルコン）

Cの上敷モルタル

柱側:FGボード

TC
モルタル

C

柱側:FGボード

FU

C LGS+PL t=4.5

FGボードt=6×3（水槽上部）
EP

木製階段

オーバーフロー受け

　プール用高耐水性仕上）（双和化学）

LGS

LGS

NM-2967

C-BOX：ｶｰﾃﾝﾚｰﾙﾎﾞｯｸｽ

（一部撤去）
水槽床

t=6×3(一部撤去)塗膜防水

C（直）

（一部撤去）
水槽床
塗膜防水

t=6×3(一部新設)

・断熱材B：押出発泡ポリスチレン t=30（型枠一体・残置）

不燃2

不燃2

不燃2

不燃2

不燃2

不燃2

タラップ

タラップ

遮光カーテン、点字鋲

GB-H t=9.5

GB-H：硬質せっこうボード（不燃）

内部仕上表（改修前）

階 室名 床仕上高

天井高

スラブ高

床

仕上

下地

巾木

仕上

下地

H

壁

仕上

下地

天井

仕上

下地

廻縁
内装

備考

(mm)

※天井高はFLから、床仕上高・スラブ高は1FLからとする

制限塗装 塗装

：改修を行わない範囲を示す

詳細
番号

詳細
番号

詳細
番号

F-02
C-
03D

W-
07A キャットウォーク

F-02
C-
03D

W-
07A キャットウォーク

内部仕上表（改修後）

階 室名 床仕上高

天井高

スラブ高

床

仕上

下地

巾木

仕上

下地

H

壁

仕上

下地

天井

仕上

下地

廻縁
内装

備考

(mm)

※天井高はFLから、床仕上高・スラブ高は1FLからとする

制限塗装 塗装

：改修を行わない範囲を示す

詳細
番号

詳細
番号

詳細
番号

F-01
F-03

C-
03D

シリコンシーリング
-

W-
07A キャットウォーク

F-01
W-
07B

C-
03D

シリコンシーリング

C-
03D

-

・塗膜防水(既存)：水素エポキシ樹脂系ガラスクロス1層張り

C（直）増打 t=20以上
LGS+PL t=4.5（水槽上部）

FK  ：ケイ酸カルシウム板（不燃）
TC  ：タイルカーペット

・トリカルネット：N-34（タキロンシーアイ）

・釜場：モルタル＋FRP防水

釜場×2

トリカルネット、釜場

※壁面の塗装については一部塗分けあり。現場で確認すること。

A-013



F-03
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）カーペット撤去新設

改修前

（全面接着工法）

C-03D

撤去/下地張りせっこうボード

W S

（備考）1.仕上げ・寸法は別図による。

S=1:20（A3）
S=1:10（A1）

撤去/岩綿吸音板t12

岩綿吸音板張り(下地有）
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

CW-01C

廻縁

b

a

(10)

2.廻縁の仕様は仕上表による。

（備考）1.○印を適用する。

廻縁 天井付目地

(10)

下地張り

廻縁

下地張り

W-07A
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

W-07B
S=1:10（A3）
S=1: 5（A1）

ボード張り　一重張り ボード張り　二重張り

LGS下地

仕上ボード

目透し

テープ又は

突付け 突付け（V目地）

パテ塗り
の上継目用

継目処理

打込みの場合

張付用せっこう

（一重貼り） LGS

ｂａ ｃ

けい酸カルシウム板は t=8とする。
（二重貼り） LGS

系接着材断熱材

@300内外

@450内外

仕上材：壁紙材、塗装 仕上材：壁紙材、塗装

ｄ ｅ ｆ

塗装

（8）

テープ張り

パテ塗り
の上継目用
テープ張り

パテ塗り
の上継目用
テープ張り

1
1
～

1
3

（備考）1.仕上げ・寸法は別図による。

2.○印を適用する。

3.特記なき限りせっこうボード t1=2.5、けい酸カル

シウム板 t=（　）とする。

100

90

65

けい酸カルシウム板は t=8とする。

目透し 突付け 突付け（V目地） 継目処理

ｂａ ｃ ｄ ｅ ｆ

テープ
又は塗装

（8） パテ塗り
の上継目用
テープ張り パテ塗り

の上継目用
テープ張り

打込みの場合

張付用せっこう
系接着材断熱材

1
1
～

1
3

（備考）1.仕上げ・寸法は別図による。

2.○印を適用する。

3.特記なき限りせっこうボード t1=2.5、けい酸カル

も不燃とする。

シウム板 t=(  )とし、下地張りのある場

合は下地ボードはせっこうボード t=9.5、仕上

ボードはせっこうボード t=12.5とする。

4.｢下地不燃｣が必要な場合は下地張のせっこうボード

100

90

65

LGS下地

仕上ボード

下地ボード

パテ塗り
の上継目用
テープ張り

スクェアエッジ

べベルエッジ
スクェアエッジ べベルエッジ

テーパーエッジ べベルエッジ
スクェアエッジ

べベルエッジ
スクェアエッジ べベルエッジ

テーパーエッジ べベルエッジ

軽量鉄骨下地　開口補強

65形
90形
100形

65x45x0.8

100x45x0.8
90x45x0.8

スタッド
67x40x0.8

102x40x0.8
92x40x0.8

ランナー

2［ -75x45x15x2.3
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6
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■撤去リスト

水槽壁仕上

観覧通路壁仕上1

内　容

観覧通路床材

No.

1

2

3

4

5

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　
1: 50(A1)

仮設壁

LGS65+Fk t8曲げ加工FU

塗装A(RC下地)

仕上材

LGS65+GB-R t12.5

水槽

■新設リスト

水槽壁仕上

観覧通路壁仕上1

内　容

観覧通路床材

No.

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

嵩上げコンの上TC

EP塗装(RC下地)

水槽 アクリル t105,H2270

レベル 床仕上高さ（1FLより）

FRP防水-床 RCスラブ+FRP防水

凡例

仕上材 凡例

RC壁 RC壁+EP塗装(観覧通路側)

切断面部

見掛かり部

切断面部

見掛かり部

6

観覧通路壁仕上2 塗装A(FGボード下地)

観覧通路壁仕上2

観覧通路床材

敷モルタル+洗い出しブロック
(一部再利用)

敷モルタル+洗い出しブロック
(既存ブロック再利用)

+FRP防水(水槽側)

備考
・水槽内外の擬岩、擬岩下地を撤去すること

アクリルt40,H3900(30%程度破損)
+巾木 SUS304 t1.6xh90 HL

LGS65+Fk t8

アクリル t50,H1095
（詳細は水槽詳細図による)

一部FGボード下地共に撤去

凡例

EP塗装(FGボード下地)
一部FGボード下地共に新設

Y1

Y1 Y1

Y1

X1 X1

X1 X1

7 タラップ 取り外し

タラップ 一部切断加工の後、再取付け

+水切SUS316HL(水槽側天端全周)

8 擬岩

150VP ろ過配管・オーバーフロー管 150VP(擬岩内・設備工事)

排水目皿（擬岩上部に設置・設備工事）

ろ過配管 20VP（擬岩内・設備工事）

65VP ろ過配管 65VP（擬岩内・設備工事）

ボールバルブ 20A（擬岩内・設備工事）

20VP

20A

エアー配管 20VP（擬岩内・設備工事）20VP

  (擬岩下地:FRP溝型75x35t5、全ねじM10 SUS304@900
   ケミカルアンカーSUS製M12@1000)

※設備工事の各配管の詳細については機械設備図に示す。

A-015
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⑧

展示工事
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新設/釜場

新設/タラップ

展示工事

展示工事

展示工事

上部メンテ階段

チャンバーボックス

設備ダクト（設備工事）
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+700

-300
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B

B

オーバーフロー管（設備工事）

沖合の冷たい
水にすむ魚

SD
1

⑦⑥

⑥

⑦ 新設/メンテ歩廊階段

新設/メンテ歩廊
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ろ過配管（設備工事）
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観覧通路

キーパー
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▽大梁下

▽スラブ下
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新設/カーテンレール(シングル)

釜場

4
4
0

3
0

1
5
0

新
設

/
断

熱
材

A

X3

3990～887

3
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0

設備配管
(設備工事)

500

FRP防水

1
9
0
0

1
1
0
0

▽FL

3
0
0
0

▽1FL

6
0
0

▽ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

1
3
0
0

5
2
0

▽大梁下

▽スラブ下

数量形式

姿　図

扉

枠

沓摺・窓台

水　　切

ガ  ラ  リ

ガ  ラ  ス

付属金物

備　　考

符号 SD
1 鋼製片開き戸

FL

1
3
0
0

853

見込 仕上

見込 仕上

仕上見込タイプ

タイプ

見込 仕上

110 ウレタン

40

SUS-HL

丁番,ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ,レバーハンドル

取付場所

1:50

1

沖合の冷たい水にすむ魚

ウレタン樹脂塗装

90

ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締錠（ｻﾑﾀｰﾝ付）

(メンテ歩廊)

樹脂塗装

コアユ水槽改修平面詳細図・断面詳細図

改修前 改修後

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 1:100(A3)
1: 50(A1)

B-B断面詳細図A-A断面詳細図

1階平面図

メンテ階平面図

A-A断面詳細図 B-B断面詳細図

1階平面図

メンテ階平面図

■撤去リスト

水槽壁仕上

RC壁立上

内　容

観覧通路床材

No.

1

2

3

4

5

LGS65+Fkt8曲げ加工FU

仕上材

水槽

■新設リスト

内　容

観覧通路床材

No.

①

②

③

④

⑤

水槽 アクリル t85,H1470

FRP防水-床 RCスラブ+FRP防水

凡例

仕上材 凡例

RC壁

6

敷モルタル+洗い出しブロック

敷モルタル
(仕上げは展示工事)

備考

アクリル t35,H3300

S3

S3

S3

S3

RC壁立上H390+エア吹出口カバー
+GWﾀﾞｸﾄ+ﾁｬﾝﾊﾞｰ+St巾木t1.2

RC壁立上+FRP防水(水槽側)

+ビニル巾木H60
エア吹出口カバー(詳細図参考）

建具表

LGS100+GB-R t12.5+GB-R-H9.5⑥

エア吹出口

乾式壁1

LGS65+FGボードt6ｘ3曲げ加工
+鉄板下地t4.5+溶融亜鉛メッキ⑦ 乾式壁2

備考
断熱材A-発泡ウレタンフォームt30
断熱材B-押出発泡ポリスチレンｔ30（型枠一体、残置）

+EP+ビニル巾木h60

⑧

擬岩

点字鋲

点字鋲

・水槽内外の擬岩、擬岩下地を撤去すること
  (擬岩下地:FRP溝型75x35t5、全ねじM10 SUS304@900
   ケミカルアンカーSUS製M12@1000)

・特記なき限り鉄部は溶融亜鉛めっきとする

X2 X3

詳細図参照

+鉄板下地t4.5+溶融亜鉛メッキ

A-017



通路(5)

S1

通路(4)

琵琶湖の主

撤去/擬岩撤去/擬岩

1

存置/キャットウォーク

取外し/
タラップ

Air

Air

CL

CL

CL

CL

キーパー 
 スペース(2)通路(5)

沖合の冷たい
水にすむ魚

通路(5)

S1

通路(4)

琵琶湖の主

存置/キャットウォーク

既
設

新
設

再取付/
タラップ

CL キーパー 
 スペース(2)通路(5)

沖合の冷たい
水にすむ魚

改修前　琵琶湖の主、通路（5）、沖合の冷たい水にすむ魚

S1 S1 S2

2
5
0
0

1
9
0
0通路(4) 通路(5)

撤去/オオナマズ水槽

存置/既設水槽

j mg p

▽1FL

3
2
0
0

3
6
0
0

1
1
0
0

8000

撤去/

3
0
0
0

A

6200

B

S2 S1

12000(R6000)

S1

8000 1200065066506

2
6
0
0

C

2
4
0
03
2
0
0

存置/消火栓BOX

存置/手摺

存置/手摺

通路(4)通路(5)

1
9
0
0

▽1FL

3
0
0
0

1
1
0
0

720

7200720 80 720080 720

720

改修後　琵琶湖の主、通路（5）、沖合の冷たい水にすむ魚

コアユ水槽
撤去/

コアユ水槽

撤去/エア吹出口カバー

撤去/
コアユ水槽

S1 S1 S2

通路(4) 通路(5)
新設/オオナマズ水槽

存置/既設水槽

j mg p

▽1FL

8000

A

6200

B

S2 S1

12000(R6000)

S1

新設/オオナマズ水槽

8000 120006190

2
6
0
0

C

2
4
0
03
2
0
0

存置/消火栓BOX

存置/手摺
存置/手摺

存置/手摺

通路(4)通路(5)

1
9
0
03
0
0
0

1
1
0
0

720

7200720 80 720080 720

720

新設/
コアユ水槽

新設/エア吹出口カバー

6
0
0

3
2
0
0

2
5
0
0

3
2
0
0

3
6
0
0

1
1
0
0

撤去/EP塗装(一部FGボードt6x3共)

100

存置/手摺

撤去/EP塗装

100

新設/SD

新設/
コアユ水槽

新設/エア吹出口カバー

4
0
0

5
0

新設/天井見切

100100

新設/EP塗装

1
1
0
0

1
9
0
0 3
0
0
0

▽1FL

6
0
0

1
1
0
0

新設範囲

撤去範囲

新設/EP塗装(一部FGボードt6x3共)

乾式壁1 
新設/

乾式壁2
新設/

乾式壁2
新設/

乾式壁1
新設/

X1 X2 X3

3990 1752025

X1

撤去/オオナマズ水槽

一時撤去/既存グラフィック(展示工事)

撤去/消火器ボックスSOP塗装

新設/消火器ボックスSOP塗装

5870

2025

X2X3

3990

145

新設/展示工事

再取付/既存グラフィック(展示工事)

新設/パネル
   (展示工事)

再取付/既存グラフィック(展示工事)

再取付/解説パネル
      (展示工事)

移設/既存グラフィック
    (展示工事)

新設/SUS見切
FB-6×18+EP塗装

新設/SUS見切
FB-6×18+EP塗装

天井伏図・展開図

オオナマズ水槽 改修前 オオナマズ水槽 改修後

1:200(A3)
1:100(A1)

■撤去リスト

No.

1

2

LGS+GB-Rt12.5+岩綿吸音板t12

仕上材

■新設リスト

No.

①

③

凡例

仕上材凡例

天井見切 塩ビ自在見切

天井点検口(一時撤去のち再利用）

② 天井点検口（再利用）450角

コアユ水槽 改修前 コアユ水槽 改修後

Air 結露防止用エア吹出

CL カーテンレール

3

4

④ CL カーテンレール+レール下地st.t3

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　

天井伏図

リストその他

展開図

LGS+GB-Rt12.5+岩綿吸音板t12

■天井点検口、開口補強リスト

※再利用する天井点検口のみ図示

A-018



ビワコオオナマズ水槽詳細図E-01 図示

A部部分詳細図 S=1/10

パッキン材

シリコンシール

30
90

200
20

20
100

水槽側観覧側

2
2
7
0

バックアップ材

シリコンシール

2
0
6
0

パ
ネ
ル
開
口
H

パ
ネ
ル
開
口
H

塩ビキャップ

A.BLT-M16

(シール充填)

3
0

1
0
5

15 105

6
0

1
0
0

2
3
0

5
0

倒れ止め
PL-9

パネルH1095

パネル開口H895

1/20
30

30

4
0
3

▽WL2200

FRP防水

シリコンシール

バックアップ材

FRP防水

パッキン材
シリコンシール

30
35

85 15

バックアップ材

シリコンシール

パッキン材

シリコンシール
観覧側

水槽側

C部部分詳細図 S=1/10

コアユ水槽詳細図E-02 図示

シリコンシール

アクリルセッティングブロック
30 100 20

3
0

1
0
5

3
0

2
2
0

3
0

8
5

エア吹出口
(E-5参照)

結露受けsus.t1.5

堅木集成材t35 OSUC

水抜パイプ VP

ﾋﾟｯﾄ

7
4
5

FRP防水

85

無収縮グラウト

3
5
0

パ
ネ

ル
H
1
4
7
0

▽WL1180

水槽側観覧側

85

15 105

3
9

1
0
5

102 30

2
0
6
0

B部部分詳細図 S=1/10

FRP防水

シリコンシール

シリコンシール

パッキン材

バックアップ材

水槽側観覧側

琵
琶

湖
の

主
F
L

ま
で

7
5
0

パ
ネ
ル
開
口
H

堅木集成材t35
OSUC

ビニル巾木
H60

D部部分詳細図 S=1/10

▽沖合の冷たい水にすむ魚FL

※特記なき限りステンレスはSUS316とする

E-3 バックヤード・メンテ歩廊階段(木製)
S=1:40(A3)
S=1:20(A1)

6
4
0

(
2
1
3
.
3
x
3
)

▽1FL+60

9
0
0

ササラ
200×30

踏板
240×30×650

アングル固定
L-60×60×5、ボルト締め

360
(180x2)

既設部

9
0
0

27×60

 45×45 

600 600

ササラ
200×30

手摺:笠木 45×60
(面取り)

755

650

新設RCキャンチスラブt180

1040

20 1000 20

1
0

1
8
0

3
0
0

6
0
0

L-60×60×5、ボルト締め

※木材の材種は桧(一等、死節なし)とする。材木は組立て前に防腐処理(武田薬品工業・キシラモンEX同等品 2回塗布)を行うこと。　
※特記なき限り鉄部はSS400溶融亜鉛めっきとする。

E-6 バックヤード・メンテ歩廊(木製) 1/20

▽1FL+60

▽1FL-2500

2
8
0
0

9
0
0

300

2
0
0

3
0
0

6
0
0

部材リスト

柱

大引 

大引受 

方杖

床版

根太

105×105

105×150　(柱付)

105/2×105 (既設メンテ歩廊付)

90×90　@900 

45×45　@300

15×90　@10透かし張り

105/2×105   @～3000

※木材の材種は桧(一等、死節なし)とする。材木は組立て前に防腐処理(武田薬品工業・キシラモンEX
  同等品 2回塗布)を行うこと。　特記なき限り上記の部材寸法とする。

1
0
0

大引受 
105×150　 

1
5
0

大引

W

※ W寸法については平面詳細図を参照の事。

90×90 
柱
105×105

手摺:笠木 45×60
(面取り)

 手摺柱:45×45 
 @900 

27×60

床版:15×90

根太:45×45

ボルト M12

BPL-9×150×250

□-125×125×3.2

既設部

既設メンテ歩廊

大引受 
105/2×105
ボルト M12

※特記なき限り鉄部はSS400溶融亜鉛めっきとする。

2
2
0

3
0

エア吹出 St1.6 SOP

結露受けsus.t1.5

堅木集成材t35 OSUC

水抜パイプ

ﾋﾟｯﾄ

ビニル巾木
H60

▽沖合の冷たい水にすむ魚FL

3
5

6
5

70

R40

SU
S-
1.
5

吹出口アクソメ図

展
示
窓
W-100

S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

E-5 エア吹出口

120 70 135
40
10

7
4
5

現場発泡ウレタンt15

ダクトSt.t1.2
(さび止め塗装)

GB-R t12.5+9.5+EP

40x1000

側面押え（LGSに固定）
St L-40x40x3 L=130

LGS65

St.t1.2(さび止め塗装)

現場発泡ウレタンt15
設備ダクト（設備工事）

VP15φ
(ピットまで)

吹出口範囲

コアユ水槽

ダ
ク
ト
＋
吹
出
口

ダ
ク

ト
の

み

ダクトのみ 設備ダクト

(展
示
窓
W-
左
右
10
0)

30

400

5
7
0
(
3
9
0
)

5
0

560

30 500

5050

1
4
0

4
3
0
(
2
5
0
)

50
5

390×390
5
50

SUS316 L-30×30×3 加工

SUS316 6φ(可動式)

SUS 丁番60×30

取手部分:SUS316パイプ　10φ HL

SUS316 メッシュ
網目の大きさは係員 

 と協議の上決定すること。

SUS316 メッシュ

400

5 390 5

4
0
0

5
3
9
0

5

押え金物
FB-30×3

SUS網カゴ

取り外しイメージ

S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

E-7 釜場・ステンレス網カゴ

( )内寸法はコアユ水槽の釜場寸法を示す

5

2
5

FRP製受材（四周）

FRPグレーチング 

アンカーボルト6φ
8ケ所

560

30 400

枠：SUS 316

S=1:10(A3)
S=1: 5(A1)

E-8 釜場・FRPグレーチング納り 

5

パネル開口W3910

パネルW4067.6

105 105

1
0
5

1
0
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2
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6
0

パ
ネ

ル
開

口
H

2
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7
0

パ
ネ

ル
H

倒れ止め6カ所

5
7
0

※倒れ止め:SUS.FB-t9x200x440

1
7
0
0

パネル開口W5110

パネルW5390

673134813481348673

※サイドの倒れ止めは曲げ加工

目地棒用

SUS304 18×6 HL

指定仕上材指定仕上材

鋼板足
既製品@500

6

S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

E-04 床仕上見切

320

1
0

2
2
0

3
2
0

220 530 220

400

4
0
0

1
0

平面図

越流開口

オーバーフロー管

濾過配管
オーバーフロー吸込

5
0

FRP防水

400

4
0

20
180
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2
0

1
8
0

2
0

FRP防水立上げ
H=40

2
2
0

2
0

1
8
0

2
0

3
5
0

（設備工事）

（設備工事）

2018020

S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

E-09 オーバーフロー

オーバーフロー管
（設備工事）

F
R
P
防

水

トリカルネット

Y1

X3

100

1
4
5

3
0

バックアップ材

シリコンシール

シリコンシール

パッキン材

アクリルパネル

9
0

10530

1
0
5

3
0

9
0

105 30 3
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0

2
0

2
0

1
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平面詳細図 S=1/10

キーセクション S＝1/70

A

B

C

キーセクション S＝1/70

D

D

S=1:40（A3）
S=1:20（A1）

E-10 地下外壁RC打継目地

水槽部分詳細図(1)

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 図示 A-019



特殊プライマー(新設)

ウレタンシール(新設)

エポキシＦＲＰライニング(新設)

各水槽防水仕様(新設)
各水槽防水仕様(新設)

2
0
0 200

特殊プライマー(新設)

ポリエステルパテ15R(新設)

ＦＲＰイソポリエステル
♯380マット合浸ライニング(増貼)(新設)

ＦＲＰイソポリエステル３層(新設)

各水槽防水仕様(新設)

イソポリエステルパテ(新設)

プライマー(新設)

エポキシ樹脂モルタル(新設)

エポキシ系防水

ポリエステル系防水

不陸調整後トップコート塗布(新設)

ウレタンシール(新設)

5
0

各水槽防水仕様(新設)

樹脂モルタル(断熱用)(新設)

ＦＲＰイソポリエステル３層(新設)

特殊プライマー(新設)

ポリウレタンシーリング(新設)

トップコート(新設)

ＦＲＰイソポリエステル水槽工法
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E-21 配管貫通部防水納り
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■水槽毎の防水貫通、アンカー固定治具新設　一覧表E-23

全ネジアンカーＦＲＰライニング

上塗り＋仕上塗

ケミカル材

ウレタンシール

(新設) (新設)

(新設)

(新設)

150

各水槽防水仕様
(新設)

15

15

新設アンカー部 S=1/2

E-22 アンカー部防水納り
S=1:4,1:10(A3)
S=1:2,1: 5(A1)

E-26 バックヤード・メンテ歩廊階段
S=1:40(A3)
S=1:20(A1)

既設 新設
Y1 2000

溶接

ビニールシート端部巻上

L-50×50×6

手摺 25A

縦子 25A

吊材

振れ止め　9φ@≦3600

L-50×50×6@450内外

・溶接作業はアクリルを養生するか、別の場所で行うこと
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St.PL t1 焼付塗装
エキスパンドメタルt4.5

975

600

既存キャットウォーク

・特記無き限り、鉄部材質はSS400とし、溶融亜鉛メッキとする。

新設/FB.t6

・破線は既存部を示す

新設/FB.t6

新設/ビニールシート端部巻上
新設/St.PL t1 焼付塗装

存置/既存床L-75x75x6
既存部アングルにボルト止め

     ボルト止め

・吊材の仕様、固定方法は構造図による

アクリルパネル

S=1:20(A3)
S=1:10(A1)

撤去-01 琵琶湖の主水槽巾木
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撤去-02 エア吹出口カバー
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S=1:20(A1)
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ダクト St t1.2(さび止め塗装）

GPL-9 150×120 @1800
普通ボルト　2-M10

250

水槽

アクリルパネル

A-Bolt 2-M12

C-100×50×20×2.3

普通ボルト 2-M10

C-100×50×20×2.3

S=1:60(A3)
S=1:30(A1)

撤去-03 天井エア吹出廻り

L-150×150×12 ℓ＝200
A-Bolt 2-M12

振止め:C-100×50×20×2.3

スパイラルダクト
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カーテンレール

観覧通路

遮光カーテン

S=1:20(A3)
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E-24 天井見切

天井見切:塩ビ自在見切

天井:LGS+岩綿吸音板EP塗装

下がり壁:GB-R t12.5 EP塗装

改-01 既存タラップ切断加工
S=1:40(A3)
S=1:20(A1)
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※切断小口は新設のSUS316 t3の蓋をアルゴン溶接すること
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水槽部分詳細図(2)
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オオナマズ水槽

コアユ水槽

②乾式壁撤去・新設

アクリル搬入経路（想定）

①天吊りサイン取外し・再設置

交通誘導員

④壁1＋扉

パネルゲート

⑤もぎりカウンター
　一時取り外し

③壁2＋扉

△
道

路
境

界
線

足場・養生

養生

サイン×2
展示工事

サイン×2
展示工事

養生

③壁2＋扉

凡例

仮囲い 万能鋼板 H=3000

交通誘導員

搬入経路

パネルゲートW=5400 H=3000

足場・養生 養生

④ 壁1

② 壁2

④ 扉

W4700×H3000：LGS65＋GB-R t12.5 EP塗装（片面）
                      グラスウール充填

W3300×H3300：LGS65＋GB-R t12.5 EP塗装（片面）

木製建具：W900×H2100 EP塗装

三角コーン
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B-B 展開図

395210通路(2)
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③壁2＋扉新設

②乾式壁撤去・新設
（アクリル搬入時）

③壁2＋扉撤去

②乾式壁撤去(2回目)
　仮設ステップ、

移設

③壁2＋扉新設(再利用)

　手摺新設

③壁2＋扉撤去

②乾式壁新設(2回目)
　仮設ステップ、

有効ボード設置
（別途工事）

　手摺撤去

0-2024-006 意匠

大阪府知事登録 第(ソ)404号　 1:600(A3)
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 １階　仮設計画図 

① 天吊りサイン取外し・再設置
S=1:100(A3)

S=1: 50(A1)

LGS壁B：LGS65＋GB-R t=12.5下地 GB-H t=12.5(片面仕上)の上EP塗装

LGS壁A：LGS100＋GB-R t=12.5下地 GB-H t=12.5(片面仕上)の上EP塗装

② 乾式壁撤去・新設
S=1:100(A3)

S=1: 50(A1)

ステップ１：工事開始～繁忙期前
S=1:400(A3)

S=1:200(A1)

ステップ２：繁忙期
S=1:400(A3)

S=1:200(A1)

ステップ３：繁忙期後～工事完了
S=1:400(A3)

S=1:200(A1)

 工事ステップ図（繁忙期前後） 

凡例

来館者動線

工事業者動線

アクリル搬入動線
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